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『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）
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竇
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衣
川
　
賢
次

譯
注
前
言

雪
竇
重
顯
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
は
七
部
集
と
稱
さ
れ
る
厖
大
な
著
述
を
の
こ
し
た
が
、
な
か
で
も
『
頌
古
百
則
』
は
圓

悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
評
唱
集
『
碧
巖
錄
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
有
名
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
同
じ
く
蜀
出
身

の
同
郷
の
よ
し
み
か
ら
で
あ
ろ
う
、
圓
悟
は
雪
竇
の
『
頌
古
百
則
』
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
そ
の
「
本
則
」
と
「
頌
古
」
に
つ

い
て
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
を
附
し
て
い
る
。「
著
語
」
は
茶
々
で
あ
り
、「
評
唱
」
は
調
子
よ
く
提
唱
す
る
も
の
、
い
づ
れ

も
當
時
の
演
藝
の
影
響
を
受
け
て
禪
林
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
決
し
て
深
い
思
索
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
で
は
な
い
。「
宗
門
第
一
書
」
な
ど
と
い
う
民
間
書
肆
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
踊
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
碧
巖
錄
』
と

い
う
書
物
は
禪
宗
故
事
を
盛
り
込
ん
だ
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
と
圓
悟
の
「
著
語
」「
評
唱
」
の
三
層
か
ら
成
っ
て

い
る
。
從
來
か
ら
圓
悟
の
「
評
唱
」
に
よ
っ
て
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
を
讀
解
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
顛
倒
し
た
手
法
で
あ
っ
て
、
主
に
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
た
る
「
本
則
」
は
そ
れ
自
身
と
し
て
、
つ
ま
り
唐
五
代

の
禪
思
想
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
頌
古
」
は
こ
れ
を
宋
代
の
雪
竇
が
偈
頌
の
形
式
に
よ
っ
て
解
釋
を
施
し
た
思

想
的
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
の
立
場
か
ら
獨
自
に
批
評
し
た
も
の
と
し
て
讀

解
す
べ
き
で
あ
る
。
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
は
俗
語
俗
諺
を
頻
發
し
た
蕪
雜
で
饒
舌
な
一
種
の
演
藝
で
あ
る
か
ら
、

「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
は
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
か
ら
切
り
離
し
て
讀
む
べ
き
で
あ
る
。
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こ
こ
に
『
雪
竇
頌
古
』
譯
注
と
し
て
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
と
か
れ
の
「
頌
古
」
を
讀
解
し
研
究
し
よ
う
と
す
る

目
的
は
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
手
順
は
ま

づ
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
が
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
は
法
眼
文
益
と
慧
超
の
對
話
で
あ
る
が
、
そ
の
古
い
か
た
ち
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
の
慧
超
の

章
に
見
え
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
と
問
う
た
慧
超
は
法
眼
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え

を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
悟
っ
た
と
し
て
、「
師
（
慧
超
）
は
此
れ
よ
り
信
入
し
、
其
の
語
は
諸
方
に
播ひ
ろ

ま
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
を
も
っ
て
「
佛
と
は
な
に
か
？
」
に
答
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
で
は
雪
竇
の
頌
の
意
味
は
理
解
で
き
な
い
。
雪
竇
の
頌
は
「
江
國
に
春
風
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓
鴣
啼
き
て
深
花
の
裏う

ち

に

在
り
」
と
詠
じ
、
春
が
來
た
の
に
慧
超
は
氣
づ
か
ず
、
鷓
鴣
の
聲
も
耳
に
入
ら
ぬ
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
と
言
っ
て
嘲
笑
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
偈
頌
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
出
て
來
よ
う
が
な
い
。
雪
竇
は
『
汾
陽

頌
古
』
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
で
終
わ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
「
本
則
」
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
超
は
法
眼
の
答
え

の
意
味
（
き
み
は
慧
超
だ
、
き
み
が
佛
な
の
で
は
な
い
。
佛
を
求
め
る
き
み
と
は
何
者
な
の
か
？
と
問
う
た
）
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
再
檢
討
の
唐
末
五
代
の
時
期
の
人
で
あ
っ
て
、
中
唐
時
代
の
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
の
よ
う
な
單

純
な
考
え
か
た
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
を
「
即
心
是
佛
」
の
意
圖
で
答
え
た
は
づ
は
な
い

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
雪
竇
の
頌
は
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
に
對
し
て
從
來
の
解
釋
に
從
わ
ず
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
解
釋
の
反
轉
を
隨

處
に
見
せ
、
そ
の
批
評
性
は
同
時
代
の
禪
僧
の
「
頌
古
」「
拈
古
」
と
は
異
な
る
際
立
っ
た
鋭
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
同
時
代
の
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
、
五
祖
法
演
お
よ
び
『
禪
門
拈
頌
集
』
な
ど
に
引
か
れ
る
禪
僧
の
「
頌
古
」
と
比
較

し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
、
雪
竇
は
長
短
句
の
形
式
で
「
頌
古
」
を
創
作
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宋
代
に
流
行
し
た
「
詞ツ

」
の
形
式
に
似
た
、

五
言
七
言
の
定
型
詩
と
は
異
な
る
比
較
的
自
由
な
、
口
語
的
發
想
を
盛
る
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

宋
代
禪
僧
が
説
法
の
最
後
を
長
短
句
の
偈
頌
で
締
め
く
く
る
知
識
人
的
嗜
好
と
も
共
通
し
て
い
る
。
長
短
句
の
形
式
で
あ
っ

て
も
押
韻
は
詩
歌
に
必
須
で
あ
る
が
、
蜀
出
身
の
雪
竇
の
押
韻
が
「
閩
蜀
同
風
」
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
宋
代
四
川
方
音
に

據
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
に
は
譯
注
（
入
矢
義
高
、
柳
田
聖
山
、
梶
谷
宗
忍
『
雪
竇
頌
古
』、
禪
の
語
錄
⑮
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一

年
）、
ま
た
『
碧
巖
錄
』
に
も
訓
注
と
譯
注
（
入
矢
義
高
、
溝
口
雄
三
、
末
木
文
美
士
、
伊
藤
文
生
訓
注
、
岩
波
文
庫
、

一
九
九
二
、一
九
九
四
、一
九
九
六
年
／
末
木
文
美
士
譯
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
／
土
屋
太
祐
『
一
夜
碧
巖
』
譯
注
（
第
一

～
第
四
則
）、『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
七
、一
六
九
、一
七
一
、一
七
六
號
、
二
〇
一
五
、二
〇
一
六
、二
〇
一
七
、二
〇
二
〇
年
）
が

あ
り
、
隨
時
參
照
し
た
。

譯
注
凡
例

（
1
）
本
譯
注
は
『
雪
竇
頌
古
』
本
文
（
本
則
、
頌
古
）
の
校
錄
、
校
記
、
訓
讀
、
日
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。
底
本
は
四

部
叢
刊
續
編
集
部
所
收
宋
本
『
雪
竇
頌
古
』
で
あ
る
。
こ
の
宋
本
に
據
る
五
山
版
『
雪
竇
頌
古
』（『
雪
竇
明
覺
大

師
語
錄
』
第
二
册
、
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
禪
學
典
籍
叢
刊
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
參
照
し
た
。

（
2
）
校
本
に
は
五
山
版
『
碧
巖
錄
』（
椎
名
宏
雄
編
五
山
版
中
國
禪
籍
叢
刊
第
十
二
卷
『
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
錄
』、
臨
川
書

店
、
二
〇
一
八
年
）、『
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
』（
寫
本
影
印
、
東
隆
眞
編
『
影
印
本
禪
門
秘
寶
』、
教
行
社
、
一
九
九
五

年
）、『
焭
絶
老
人
天
奇
直
註
雪
竇
顯
和
尚
頌
古
』（
明
本
瑞
直
註
、『
續
藏
』
所
收
）
を
用
い
て
對
校
し
校
記
を
附
し
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た
。
た
だ
し
諸
本
間
の
文
字
の
異
同
は
す
べ
て
意
味
に
關
わ
り
の
な
い
些
末
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、「
本
則
」
と
「
頌

古
」
の
本
文
は
一
定
し
て
い
る
。

（
3
）
注
釋
は
『
雪
竇
頌
古
』「
本
則
」
の
淵
源
を
確
定
し
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
簡
潔

を
旨
と
し
て
、
語
句
の
意
味
と
用
例
な
ど
は
省
略
し
た
。
北
宋
末
の
睦
庵
善
卿
『
祖
庭
事
苑
』
に
は
『
雪
竇
頌
古
』

の
字
句
に
對
す
る
檢
討
（
卷
二
に
二
十
三
條
）
が
あ
り
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
注
釋
に
引
用
し
た
。

（
4
）
本
譯
注
は
中
國
寧
波
雪
竇
山
資
聖
寺
「
雪
竇
寺
《
頌
古
百
則
》
研
究
項
目
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
一
則

擧
（
１
）

：
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
達
磨

（
２
）

云
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
云
：
「
對
朕
者
誰
？
」
磨

云
：
「
不
識
。
」
帝
不
契
。
遂

（
３
）

渡
江
至
魏
。
武
帝
擧

（
４
）

問
志
公
，
志
公

（
５
）

云
：
「
陛
下
還
識
此
人
否
？
」
帝
云
：
「
不

識
。
」
志
公
云
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
悔
，
遂
遣
使
取
。
志
公
云
：
「
莫
道
陛
下
發
使
去
取
，
闔
國
人
去
，

他
（
６
）

亦
不
廻

（
７
）

。
」

頌
曰
：

「
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？

對
朕
者
誰
？
還
云
不
識
。

因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深

（
８
）

棘
？

闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相
憶
。

休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？
」

師
顧
視
左
右
云
：
「
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
」
自
云
：
「
有
，
喚
來
與
老
僧
洗
脚
。
」

【
校
記
】

（
1
）「
擧
」，《
直
註
》
無
，
以
下
各
則
同
。

（
2
）「
達
磨
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
磨
」，
下
同
。

（
3
）「
遂
」，《
直
註
》
無
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
達
磨
遂
」。

（
4
）「
武
帝
」，《
直
註
》
作
「
帝
」
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
帝
後
擧
」。
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（
5
）「
志
公
」，《
直
註
》
作
「
公
」，
下
同
。

（
6
）「
他
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
佗
」。

（
7
）「
廻
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
回
」。

（
8
）「
深
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
荊
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
梁
の
武
帝 
達
磨
大
師
に
問
う
、
「
如い

か何
な
る
か
是
れ
聖

し
ょ
う

諦た
い
だ
い第

一い
ち

義ぎ

？
」
達
磨
云
く
、
「
廓か

く
ね
ん然

と
し
て
聖

し
ょ
う

な
る
も
の
無

し
。
」
帝
云
く
、
「
朕
に
對
す
る
者
は
誰た

れ

ぞ
？
」
磨
云
く
、
「
識し

ら
ず
。
」
帝
契か

な

わ
ず
。
遂か

く

て
江
を
渡
っ
て
魏
に
至
る
。
武
帝
擧

し
て
志
公
に
問
う
、
志
公
云
く
、
「
陛
下
還は

た
此
の
人
を
識
る
や
？
」
帝
云
く
、
「
識
ら
ず
。
」
志
公
云
く
、
「
此
れ
は
是
れ
觀

音
大
士
に
し
て
佛
の
心
印
を
傳
う
。
」
帝
悔
い
て
、
遂
て
使
を
遣
り
て
取
ら
し
め
ん
と
す
。
志
公
云
く
、
「
道い

う
莫
れ 

陛
下 

使
を
發
し
去ゆ

き
て
取
ら
し
め
ん
と
。
闔こ

う
こ
く國

の
人
去
く
と
も
、
他か

れ

は
亦
た
廻か

え

ら
ず
。
」

頌
に
曰
く
、

「
聖
諦
廓
然
た
る
こ
と
、
何い

つ當
か
的ま

と

を
辨
ぜ
ん
？

朕
に
對
す
る
者
は
誰
ぞ
？
還ま

た
識
ら
ず
と
云
う
。

茲こ

れ
に
因
り
て
暗ひ

そ

か
に
江
を
渡
る
、
豈
に
深
棘
を
生
ず
る
を
免
れ
ん
や
？

闔
國
の
人
追
う
も
再
來
せ
ざ
る
に
、
千
古
萬
古
空む

な

し
く
相
い
憶
う
。

相
い
憶
う
を
休や

め
よ
、
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ
と
か
有
ら
ん
？
」

師
は
左
右
を
顧こ

し視
し
て
云
く
、
「
這こ

こ裏
に
還は

た
祖
師
有
り
や
？
」
自
ら
云
く
、
「
有
り
。
喚よ

び
來き

た

っ
て
老
僧
が
與た

め

に
脚
を
洗
わ

し
め
よ
。
」
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【
日
譯
】

本
則
。
梁
の
武
帝
が
達
磨
大
師
に
問
う
た
、
「
聖
な
る
教
え
の
根
本
義
と
は
な
に
か
？
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
」

武
帝
が
問
う
た
、
「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
知
ら
ぬ
。
」

武
帝
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
相
見
は
不
毛
に
終
わ
っ
た
。
達
磨
は
長
江
を
渡
っ
て
魏
へ
行
っ
た
。

武
帝
は
寶
志
に
問
う
と
、
寶
志
、
「
陛
下
は
あ
の
人
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」
武
帝
、
「
知
ら
ぬ
。
」
寶
志
、
「
あ
れ
は
觀
音
菩
薩

の
化
身
で
、
佛
の
心
印
を
傳
え
た
人
で
す
。
」
武
帝
は
後
悔
し
、
使
者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
。
寶
志
、
「
陛
下
が
使

者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
す
こ
と
は
お
ろ
か
、
全
國
の
人
を
行
か
せ
て
も
、
あ
の
人
は
戻
り
ま
す
ま
い
。
」

頌
に
い
う
、

「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」
と
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
分
か
る
こ
と
や
ら
。

「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」
に
對
し
て
も
「
知
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
。

こ
う
し
て
達
磨
は
ひ
と
り
長
江
を
渡
っ
た
が
、
こ
れ
が
の
ち
荊
棘
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
全
國
の
人
を
呼
び
に
遣
ろ
う
と
戻
り
は
せ
ぬ
」
の
に
、
い
つ
ま
で
も
悔
や
ん
で
い
る
が
、

悔
や
む
の
は
止
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
爽
や
か
な
風
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る
。

師
は
左
右
を
見
ま
わ
し
て
問
う
た
、
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
み
づ
か
ら
答
え
て
、
「
い
る
。
呼
ん
で
來
て
わ
が
脚
を
洗

わ
し
め
よ
！
」
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【
注
釋
】

○
梁
武
帝
と
達
磨
が
對
話
し
た
と
い
う
傳
説
に
寶
誌
の
批
評
を
組
み
合
わ
せ
た
形
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
以
前
に
は
見
ら

れ
な
い
。
北
宋
の
白
雲
守
端
の
「
頌
古
」
は
本
則
と
同
じ
で
、
お
そ
ら
く
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

達
磨
大
師
見
梁
武
帝
。
帝
問
曰
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
師
曰
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
曰
：
「
對
朕
者
誰
？
」
師

曰
：
「
不
識
。
」
帝
不
悟
。
師
遂
折
蘆
渡
江
至
魏
。
後
帝
擧
問
誌
公
，
公
曰
：
「
陛
下
識
此
人
否
？
」
帝
曰
：
「
不
識
。
」

公
曰
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
曰
：
「
當
遣
使
詔
之
？
」

公
曰
：
「
莫
道
陛
下
詔
，
闔
國
人
去
，
他
亦
不
回
。
」

一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
。
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
主
休
言
更
去
招
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

　

梁
武
帝
が
達
磨
の
語
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
達
磨
が
中
國
に
禪
を
傳
え
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
隋
唐
の
交
に
興
起
し
た
禪
宗
が
そ
の
祖
と
し
て
達
磨
を
据
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
禪
宗
の
祖
と
し
て
の
達
磨

の
傳
記
が
形
成
さ
れ
る
の
は
唐
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
創
作
さ
れ
た
こ
の
説
話
に
い
か
な
る
思
想
史
的
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
か
を
讀
み
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
磨
云
：
廓
然
無
聖　

武
帝
は
佛
教
の
「
聖
な
る
眞
理
」
を
問
う
た
が
、
達

磨
は
「
聖
な
る
眞
理
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
と
答
え
た
。
禪
宗
の
考
え
る
佛
教
、
佛
陀
の
教
え
の
核
心
は
「
即
心
是

佛
」
で
あ
っ
て
、
禪
宗
の
人
々
は
自
己
の
外
に
佛
と
い
う
聖
な
る
權
威
を
認
め
ず
、「
人
人
具
有
，
箇
箇
圓
成
」
と
い
う

佛
性
を
持
つ
自
己
を
い
か
に
體
得
し
保
持
し
て
ゆ
く
の
か
（
己
事
究
明
）
を
課
題
と
し
た
。
達
磨
の
語
「
廓
然
無
聖
」
は

こ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

○
帝
云
：
對
朕
者
誰
？
磨
云
：
不
識　

武
帝
は
帝
王
の
權
威
を
か
さ
に
し
て
威
壓
的
に
「
こ
の
無
禮
者
！
お
前
は
何
者
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だ
？
」
と
問
う
た
が
、
達
磨
は
「
知
ら
ぬ
」
と
答
え
た
。「
自
己
と
は
何
で
あ
る
か
？
」
こ
れ
こ
そ
が
禪
僧
の
生
涯
追
究

す
べ
き
課
題
（
己
事
究
明
）
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
中
唐
馬
祖
禪
以
來
の
禪
思
想
で
あ
る
。
行
脚
し
て
來
た
法
眼
文
益
に

地
藏
桂
琛
は
「
行
脚
の
事
は
如
何
？
」（
そ
な
た
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
行
脚
を
し
て
い
る
の
か
？
）
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
正
直

に
「
知
ら
ず
」
と
答
え
た
文
益
に
、
桂
琛
は
「
知
ら
ざ
る
、
最
も
親
切
」（
安
易
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
痛
切
に
追
求
す
る
こ

と
が
重
要
だ
）
と
諭
し
た
。
洞
山
良
价
は
「
法
身
と
は
な
に
か
？
」
と
問
わ
れ
て
「
我
常
に
此こ
こ

に
於
い
て
切
な
り
」（
わ
た

し
は
こ
の
事
を
い
つ
も
痛
切
に
受
け
止
め
て
い
る
）
と
答
え
た
。
こ
こ
の
達
磨
の
「
不
識
」
に
は
こ
う
い
う
唐
代
の
問
題
意
識

が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

○
武
帝
擧
問
志
公
…
…　

こ
れ
以
下
は
梁
代
の
散
聖
寶
誌
を
登
場
さ
せ
て
達
磨
の
權
威
づ
け
を
し
た
敍
述
で
あ
る
。『
景
德

傳
燈
錄
』
卷
二
七
「
禪
門
達
者
雖
不
出
世
有
名
於
時
者
」
の
冒
頭
に
寶
誌
の
傳
説
を
敍
す
る
。

○
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？
聖
諦
廓
然
？
還
云
不
識
。
因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深
棘
？
闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相

憶
。
休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？　

雪
竇
頌
は
本
則
の
語
「
聖
諦
」、「
廓
然
」、「
不
識
」、「
渡
江
」
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
祖
述
し
、
そ
の
あ
と
「
豈
免
生
深
棘
？
」
と
言
っ
て
達
磨
が
中
國
の
人
々
に
深
棘
（
禍
い
）
を
も
た
ら
し
た
と
斷
ず
る

の
は
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
評
價
の
反
轉
で
あ
り
、
最
後
に
達
磨
を
追
う
の
を
や
め
た
な
ら
、「
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ

と
か
有
ら
ん
？
」
と
詩
的
に
偈
を
結
ぶ
の
も
宋
代
禪
の
常
套
で
あ
る
。
こ
こ
に
達
磨
の
説
話
に
寶
誌
の
説
話
を
附
加
し
た

意
圖
が
わ
か
る
。『
寶
林
傳
』（
八
〇
一
年
成
書
）、『
祖
堂
集
』（
九
五
二
年
よ
り
十
年
間
の
成
書
）、『
景
德
傳
燈
錄
』（
一
〇
一
一

年
公
布
）、『
天
聖
廣
燈
錄
』（
一
〇
三
六
年
序
）
等
の
燈
史
に
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
。
雪
竇
重
顯
（
九
八
〇

～
一
〇
五
二
）
と
白
雲
守
端
（
一
〇
二
五
～
一
〇
七
二
）
は
北
宋
初
期
の
同
時
代
人
で
あ
る
。『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下

「
頌
古
」
の
白
雲
守
端
の
偈
「
一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
」（
一
本
の
箭
で
一
羽
の
鵰
を
射
落
と
す
の
は
平
凡
で
、

第
二
の
箭
を
放
つ
の
は
も
う
無
駄
だ
）
と
は
、
梁
武
帝
は
始
末
し
た
が
達
磨
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。「
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
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主
休
言
更
去
招
」（
達
磨
は
嵩
山
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
武
帝
が
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
の
は
も
う
よ
せ
）
と
は
、
寶
誌
の
立
場
を
代

辯
し
た
も
の
で
、
雪
竇
偈
に
比
べ
る
と
禪
僧
と
し
て
の
批
評
性
が
希
薄
で
あ
り
、
雪
竇
は
白
雲
の
一
世
代
前
に
屬
す
る
け

れ
ど
も
、
白
雲
が
言
い
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
言
っ
て
い
る
。『
雪
竇
頌
古
』
は
寶
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
の
序
が
あ
る

か
ら
、
白
雲
頌
古
の
三
十
年
前
に
成
立
し
て
い
る
。『
白
雲
守
端
廣
錄
』
卷
四
「
舒
州
法
華
山
端
和
尚
頌
古
一
百
十
則
」

は
『
白
雲
守
端
語
錄
』
卷
下
の
「
頌
古
」
の
改
編
再
錄
に
際
し
編
次
を
改
め
、
話
頭
に
詳
略
の
差
が
あ
る
。
尾
題
「
法
華

頌
古
一
百
十
首
」
の
あ
と
に
「
自
題
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
嘉
祐
七
年
（
一
〇
六
二
）
に
五
祖
山
西
堂
に
お

い
て
三
十
餘
首
、
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
に
法
華
山
に
お
い
て
一
百
十
首
と
な
っ
た
」
と
敍
べ
て
い
る
か
ら
、
白
雲
頌

古
は
雪
竇
沒
後
十
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
雪
竇
頌
古
百
首
の
う
ち
白
雲
頌
古
百
十
首
と
共
通
す
る
話
頭
が
二
十
五

則
あ
り
、
白
雲
頌
古
百
十
首
中
に
は
雪
竇
の
語
を
本
則
と
す
る
頌
古
も
二
首
あ
り
、
白
雲
頌
古
が
雪
竇
頌
古
か
ら
材
を

取
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
頌
は
四
四
韻
、
五
五
韻
、
七
七
韻
、
三
韻
七
韻
の
長
短
句
。
こ
の
形
式
は
百
首
の
中
で
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
押
韻
は

「
的
」
錫
「
識
」「
棘
」「
憶
」「
極
」
職
、
入
聲
錫
（
梗
攝
）
職
（
曾
攝
）
韻
通
押
。

○
師
顧
視
左
右
云
：
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
自
云
：
有
。
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！　

頌
を
唱
え
た
あ
と
、
雪
竇
は
僧
衆
に
向
か
っ

て
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
と
問
う
た
。「
き
み
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
達
磨
な
の
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
は

趙
州
從
諗
の
語
を
用
い
て
い
る
。

師
問
僧
：
「
堂
中
還
有
祖
師
也
無
？
」
云
：
「
有
。
」
師
云
：
「
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
）　

「
わ
が
脚
を
洗
わ
し
め
よ
！
」
と
は
祖
師
達
磨
を
下
僕
あ
つ
か
い
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
呵
佛
罵
祖
」
の
表
現
。
頌

で
「
達
磨
を
慕
う
の
を
や
め
よ
」
と
言
い
、
さ
ら
に
僧
衆
に
向
か
っ
て
、「
自
己
佛
性
の
尊
貴
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
佛
祖

を
崇
拜
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
二
則

擧
：
趙
州
示
衆
云
：
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
纔
有
語
言
，
是
揀
擇
，
是
明
白
？
老
僧
不
在
明
白
裏
。
是
汝

（
１
）

還
護
惜

也
無
？
」
時
有
僧
問
云

（
２
）

：
「
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
」
州
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
僧
云
：
「
和
尚
既
不
知
，

爲
什
麼
道

（
３
）

不
在
明
白
裏
？
」
州
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退
。
」

頌
曰
：

至
道
無
難
，
言
端
語
端
。

一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。

天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。

髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

（
４
）

未
乾
。

難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
汝
」，《
直
註
》
作
「
你
諸
人
」。

（
2
）「
時
有
僧
問
云
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
時
有
僧
問
」，《
直
註
》
作
「
僧
云
」。

（
3
）「
道
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
却
道
」。

（
4
）「
消
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
銷
」。
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【
訓
讀
】

擧
す
、
趙
州
の
示
衆
に
云
く
、
「
至し

道ど
う

は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを

嫌
う
。
纔わ

づ

か
に
語ご

言げ
ん

有
れ
ば
、
是
れ
揀
擇
か
、
是

れ
明
白
か
？
老わ

れ僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
。
是
れ
汝
還は

た
護ご

惜し
ゃ
くす

る
や
？
」
時
に
僧
有
り
て
問
う
て
云
く
、
「
既
に
明
白
裏

に
在
ら
ざ
る
に
、
箇こ

の
什な

に麼
を
か
護
惜
す
る
？
」
州
云
く
、
「
我
も
亦
た
知
ら
ず
。
」
僧
云
く
、
「
和
尚
既
に
知
ら
ざ
る
に
、

爲な

に

ゆ

え

什
麼
に
か
明
白
裏
に
在
ら
ず
と
道い

う
？
」
州
云
く
、
「
事
を
問
わ
ば
即
ち
得よ

し
、
禮
拜
し
了お

わ

り
て
退
け
。
」

頌
に
曰
く
、

至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
言げ

ん
た
ん端

に
し
て
語ご

端た
ん

。

一
に
多
種
有
り
、
二
に
兩
般
無
し
。

天
際
に
日
は
上
り
月
は
下
る
、
檻
前
の
山
は
深
く
水
は
寒
し
。

髑ど
く

髏ろ

の
識し

き

盡
く
れ
ば
喜き

は
何
ぞ
立
た
ん
？
枯こ

木ぼ
く

の
龍

り
ゅ
う

吟ぎ
ん

は
消
ゆ
る
も
未
だ
乾
か
ず
。

難か
た

し
、
難
し
！
揀
擇
か
明
白
か
君
自
ら
看
よ
。

【
日
譯
】

本
則
。
趙
州
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ

こ
に
言
葉
を
插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
の
か
、
明
白
に
な
る
の
か
？
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ

あ
、
諸
君
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ

る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚

は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。

禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」
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頌
に
言
う
、

「
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
」
こ
の
言
葉
は
端
的
だ
。

道
は
ひ
と
つ
で
も
表
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
。
二
と
言
っ
て
も
ふ
た
つ
で
は
な
い
。

天
上
に
太
陽
は
昇
り
、
月
は
沈
む
。
目
前
の
山
は
奥
深
く
、
水
は
冷
た
い
。

髑
髏
は
も
う
何
の
感
情
も
消
え
て
無
く
な
り
、
枯
木
が
龍
吟
す
る
の
は
ま
だ
枯
れ
切
っ
て
い
な
い
の
だ
。

あ
あ
、
難
し
い
！
揀
擇
か
明
白
か
、
き
み
自
ら
看
て
取
れ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
趙
州
從
諗
の
示
衆
の
語
で
あ
る
が
、『
趙
州
錄
』
所
收
の
も
の
と
は
重
要
な
違
い
が
あ
り
、
雪
竇
以
前
に
こ
の
本

則
は
見
ら
れ
な
い
。『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

師
示
衆
云
：
「
〈
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
〉
才
有
言
語
，
是
揀
擇
。
老
僧
却
不
在
明
白
裏
。
是
你
向
什
麼
處
見
祖

師
？
」
問
：
「
和
尚
既
不
在
明
白
裏
，
又
護
惜
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
學
云
：
「
和
尚
既
不
知
，
爲
什

麼
道
：
不
在
明
白
裏
？
」
師
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
退
。
」

（
師
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
言
葉
を

插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
。
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ
あ
、
諸
君
は
ど
こ
で
三
祖
大
師
に
出
逢
う
の

か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す

か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の

で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。
禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」
）

こ
れ
に
比
べ
る
と
、『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
は
混
亂
し
て
い
て
意
味
の
通
順
を
缺
い
て
い
る
。「
是
揀
擇
」
の
あ
と
に
「
是
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明
白
」
が
續
く
と
、「
揀
擇
」
と
「
明
白
」
は
對
立
概
念
で
あ
る
か
ら
選
擇
疑
問
文
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
趙
州
が

「
老
僧
却
不
在
明
白
裏
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
明
白
」
を
誤
っ
て
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
趙
州
が
「
又
護

惜
什
麼
處
？
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
你
向
什
麼
處
見
祖
師
？
」
を
「
是
你
諸
人
還
護
惜
也
無
？
」
に
誤
っ

て
變
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
代
の
傳
承
テ
ク
ス
ト
が
往
々
に
し
て
傳
承
者
の
記
憶
に
よ
る
妄
改
を
含
ん
で
い
る
の

は
、
本
文
理
解
を
誤
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
信
心
銘
」
は
じ
つ
は
三
祖
僧
璨
に
假
託
さ
れ
た
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。

但
莫
憎
愛
，
洞
然
明
白
」
は
道
を
「
明
白
」
な
も
の
と
す
る
宣
言
で
あ
る
。
馬
祖
の
示
衆
に
言
う
、

道
不
用
修
，
但
莫
汚
染
。
何
爲
汚
染
？
但
有
生
死
心
，
造
作
趣
向
，
皆
是
汚
染
。
若
欲
直
會
其
道
，
平
常
心
是
道
。

何
［
據
『
天
聖
廣
燈
錄
』
補
］
謂
平
常
心
？
無
造
作
，
無
是
非
，
無
取
捨
，
無
斷
常
，
無
凡
無
聖
。
…
…
只
如
今
行
住
坐

臥
，
應
機
接
物
盡
是
道
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
江
西
大
寂
道
一
禪
師
示
衆
」
）

（
道
と
い
う
も
の
は
習
修
す
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
汚
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
が
汚
れ
か
？
あ
ら
ゆ
る
煩
惱
の
心
、
わ
ざ
と
ら
し
い
行

爲
、
目
的
意
識
が
汚
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
を
た
だ
ち
に
會
得
し
た
い
な
ら
、
平
常
の
心
で
い
る
こ
と
が
道
で
あ
る
。
平
常
の
心
と
は

何
か
？
わ
ざ
と
ら
し
い
行
爲
が
な
く
、
是
非
取
捨
が
な
く
、
斷
見
常
見
が
な
く
、
凡
夫
聖
人
の
區
別
を
せ
ぬ
。
…
…
い
ま
こ
こ
の
行

住
坐
臥
、
臨
機
應
變
に
人
と
接
す
る
こ
と
の
す
べ
て
が
道
の
顯
現
で
あ
る
。
）

「
信
心
銘
」
の
「
わ
づ
か
に
言
語
有
れ
ば
是
れ
揀
擇
な
り
」
は
馬
祖
示
衆
の
「
造
作
趣
向
」「
是
非
取
捨
」「
斷
常
凡
聖
」

の
議
論
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
「
揀
擇
」
せ
ず
、
無
事
無
爲
を
理
想
と
す
る
の
が
馬
祖
禪
の
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
立

場
で
あ
る
。

　

古
來
「
道
」
の
探
究
は
中
國
思
想
史
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
勢
は
「
道
」
を
常
人
の
窺
い
知
れ
ぬ

神
秘
的
な
當
體
と
す
る
も
の
で
、『
論
語
』
に
い
う
、「
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
。」『
老
子
』
に
言
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う
、「
道
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
」、
そ
の
道
は
「
玄
の
又
た
玄
」、
す

な
わ
ち
暗
黑
で
あ
る
。
僧
肇
『
肇
論
』
も
「
釋
迦
は
室
を
摩ま

竭か
つ

に
掩お
お

い
、
淨
じ
ょ
う
み
ょ
う
名
は
口
を
毘び

や耶
に
杜と
ざ

す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ

ら
は
「
道
」
に
對
し
て
は
た
だ
沈
默
す
る
の
み
と
い
う
暗
黑
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
祖
僧
璨
の
名
で
傳
わ

る
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
に
、「
至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを
嫌
う
。
但た

だ
憎
愛
す
る
こ
と
莫な

く
ん
ば
、
洞と
う
ね
ん然
と

し
て
明
白
な
り
。
毫ご

う

釐り

も
差た
が

わ
ば
、
天
地
の
ご
と
く
懸
隔
す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）
と
言
う
の
は
、「
道
」
は
言
語
を

絶
し
た
暗
黑
な
る
當
體
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
觀
念
を
反
轉
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
馬
祖
と
南
泉
が
「
平
常
心
こ
そ
是

れ
道
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
明
白
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
馬
祖
の
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」
も
佛
性
（
道
）

は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
見
聞
覺
知
、
言
語
作
用
に
顯
現
し
て
い
る
と
す
る
明
白
の
立
場
で
あ
る
。「
信

心
銘
」
が
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
隋
代
の
三
祖
僧
璨
の
著
述
で
は
な
く
、
馬
祖
以
後
に
僧

璨
に
假
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
じ
じ
つ
、「
信
心
銘
」
の
引
用
が
文
獻
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
中
唐

馬
祖
の
弟
子
百
丈
懷
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
の
『
百
丈
廣
錄
』、
清
涼
澄
觀
（
七
三
八
～
八
三
九
）
の
『
華
嚴
經
隨
疏
演
義

鈔
』（
卷
三
七
）
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
獻
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
隋
朝
三
祖
信
心
銘
」、
大
東
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）。「
信
心
銘
」
は
百
四
十
六
句
、
二
十
九
韻
段
か
ら
成
る
長
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
押
韻
に
隋
代
（『
切
韻
』
の
時

代
）
に
は
現
わ
れ
な
い
通
攝
と
宕
攝
の
通
用
（
第
11
韻
段
：
能
登
空
東
）、
江
攝
と
宕
攝
入
聲
の
通
用
（
第
17
韻
段
：
惡
鐸
覺
覺
縛

藥
，
第
18
韻
段
：
著
藥
錯
鐸
惡
鐸
酌
藥
捉
覺
却
藥
）
が
見
ら
れ
、
こ
の
通
押
は
中
晩
唐
以
後
の
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
信

心
銘
」
が
馬
祖
禪
の
思
想
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
至
道
無
難
」
と
は
馬
祖
が
示
衆
に

言
う
よ
う
に
、
人
は
す
で
に
「
道
」
の
中
に
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
と
さ
ら
「
道
」
を
得
る
た
め
の
困
難
は
ま
っ
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
趙
州
は
「
老
僧
は
却
っ
て
明
白
裏
に
在
ら
ず
」
と
言
っ
て
、
こ
の
「
明
白
」
に
安
住
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
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し
て
問
う
、「
い
っ
た
い
諸
君
は
ど
こ
に
三
祖
の
本
領
を
見
る
の
か
？
」
と
。「
信
心
銘
」
の
「
明
白
」
の
立
場
と
趙
州
の

「
明
白
に
安
住
せ
ぬ
」
姿
勢
と
を
、
ど
う
見
る
の
か
？

○
時
有
僧
問
云
：
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
州
云
：
我
亦
不
知
。
僧
云
：
和
尚
既
不
知
，
爲
什
麼
道
：
不
在
明
白

裏
？
州
云
：
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退　

僧
の
疑
問
は
、
趙
州
が
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
馬
祖
禪
の
立
場
に
安
住
せ
ぬ

と
言
っ
た
の
に
對
し
、
そ
れ
な
ら
ば
「
無
事
無
爲
」、「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
理
想
以
外
の
何
を
信
念
と
す
る
の
か
を
問

う
た
の
で
あ
る
。
趙
州
は
意
外
に
も
、「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
」
と
正
直
に
答
え
た
。
僧
は
さ
ら
に
、「
わ
か
ら

ぬ
な
ら
、
ど
う
し
て
〈
明
白
〉
に
安
住
せ
ぬ
と
言
わ
れ
た
の
か
？
」
と
問
い
詰
め
た
。
趙
州
は
こ
れ
以
上
の
問
答
は
も
は

や
無
用
と
、「
問
題
の
あ
り
か
が
わ
か
っ
た
な
ら
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」
と
言
っ
た
。
あ
と
は
僧
み
づ
か
ら
の
自
己
行
履

（
己
事
究
明
）
の
課
題
と
せ
よ
、
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
沙
汰
の
や
り
と
り
が
、
そ
も
そ
も
「
至
道
無

難
，
唯
嫌
揀
擇
」
に
背
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

○
至
道
無
難
，
言
端
語
端
。
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟

消
未
乾
。
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看　

雪
竇
頌
の
「
言
端
語
端
」
は
「
言
語
端
」（
端
的
な
言
葉
だ
）
を
四
字
句
に
し
た

も
の
。「
至
道
無
難
」、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
道
の
中
に
居
る
以
上
、
道
を
得
ん
と
あ
く
せ
く
す
る
必
要
は
な
い
と
は
、
何

と
き
っ
ぱ
り
と
し
た
言
明
で
あ
る
こ
と
か
、
と
言
う
。「
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
」
は
「
至
道
無
難
」
と
い
う
「
道
」（
體

は
一
、
用
は
多
）
に
つ
い
て
の
敍
述
で
あ
る
。「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

未
乾
」
の
「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
」
二
句
は
、
目
前
の
平
常
な
る
世
界
を
見
る
作
用
に
こ
そ
道
（
佛
性
）
が

存
す
る
こ
と
を
言
う
。
あ
と
の
二
句
は
、「
道
」
の
顯
現
し
た
世
界
は
情
識
で
議
論
す
る
餘
地
の
な
い
こ
と
を
言
う
（
こ

の
二
句
は
「
枯
木
龍
吟
」
に
つ
い
て
の
香
嚴
智
閑
、
石
霜
慶
諸
、
曹
山
本
寂
ら
の
應
酬
の
語
を
用
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
二
「
枯
木
龍

吟
」
條
）。
最
後
の
二
句
「
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
」
は
、「
道
」
に
つ
い
て
「
揀
擇
」、
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
こ
と
は
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「
道
」
を
損
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
い
っ
て
「
無
事
無
爲
」
で
あ
れ
ば
よ
い
と
言
う
な
ら
、
自
覺
を
缺
い
て
、「
道
」
と
は

無
緣
疎
遠
と
な
る
し
か
な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
對
し
い
か
に
突
破
す
べ
き
か
？
雪
竇
の
頌
は
、「
天
際
日
上
月
下
，
檻

前
山
深
水
寒
」
が
「
道
」
の
現
前
し
た
世
界
の
描
寫
で
あ
り
、「
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消
未
乾
」
は
情
識
を
絶

し
て
「
揀
擇
」
し
な
い
の
を
よ
し
と
す
る
意
。
し
か
し
人
は
生
き
て
い
る
限
り
、
感
情
に
翻
弄
さ
れ
、
計
較
に
終
始
す
る

習
性
を
免
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
難
，
難
！
」、
こ
れ
を
超
脱
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。「
揀
擇
明
白
君
自
看
」、

「
揀
擇
」
の
立
場
か
、「
明
白
」
の
立
場
か
、
自
己
に
お
い
て
決
著
せ
よ
。
最
後
は
要
請
で
終
わ
っ
て
い
る
。

雪
竇
頌
は
四
韻
四
韻
四
四
韻
（「
難
」
寒
、「
端
」
桓
、「
般
」
刪
）、
六
六
韻
七
七
韻
（「
寒
」
寒
、「
乾
」
寒
）
二
韻
七
韻
（「
難
」

寒
、「
看
」
寒
）
十
句
形
式
、
平
聲
寒
桓
刪
韻
通
押
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
三
則

擧
：
馬
大
師

（
１
）

不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
位

（
２
）

如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

頌
曰
：

日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！

二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？

屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
。

【
校
記
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
雪
竇
重
顯
が
『
天
聖
廣
燈
錄
』（
北
宋
景
祐
三
年
［
一
〇
三
六
］
成
書
）
に
も
と
づ
い
て
編
輯
し
た
よ
う
で
あ
る
。
雪

竇
重
顯
以
前
の
資
料
に
は
見
え
な
い
。

既
而
示
疾
。
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
「
江
西
馬
祖

大
寂
禪
師
章
」
）

本
則
の
「
尊
位
如
何
」
は
體
調
を
問
う
定
型
句
「
尊
候
如
何
」
と
同
義
。
雪
竇
に
や
や
遲
れ
る
五
祖
法
演
（
一
〇
二
四
？

～
一
一
〇
四
）
の
『
法
演
禪
師
語
錄
』
も
「
尊
位
」
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

上
堂
擧
：
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
師
云
：
「
會

麼
？
如
不
會
，
白
雲
與
儞
頌
出
：
「
髻
鬟
女
子
畫
娥
眉
，
鸞
鏡
臺
前
語
似
癡
。
自
説
玉
顏
難
比
並
，
却
來
架
上
著
羅

衣
。
」　

					







　
　

（
『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
「
舒
州
白
雲
山
海
會
演
和
尚
語
錄
」
）

『
雪
竇
頌
古
』
に
や
や
お
く
れ
る
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
の
頌
古
の
本
則
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
「
尊
位
」
を
「
尊
候
」
に

訂
し
て
い
る
。

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

馬
祖
遷
化
に
際
し
て
院
主
と
交
わ
し
た
臨
終
問
答
の
早
い
記
錄
は
『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
。

師
明
晨
遷
化
，
今
日
晩
際
，
院
主
問
：
「
和
尚
四
體
違
和
，
近
日
如
何
？
」
師
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」　
　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
四
「
江
西
馬
祖
章
」
）

○
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
大
師
云
：
日
面
佛
，
月
面
佛　

院
主
は
禪
院
の
運
營
を
總
管
す
る
役
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職
、
宋
代
以
後
は
「
監
院
」
と
言
う
。
馬
祖
が
翌
日
遷
化
せ
ん
と
す
る
前
夜
に
院
主
が
見
舞
い
體
調
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

馬
祖
は
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
菩
提
流
支
譯
『
佛
説
佛
名
經
』
に
出
る
二
佛
の
名
で
、
こ
れ
ら
諸
佛

の
名
號
を
稱
し
て
歸
依
せ
よ
と
言
う
。

復
有
佛
名
月
面
，
彼
月
面
佛
壽
命
一
日
一
夜
。
過
月
面
世
尊
，
復
有
佛
名
日
面
，
彼
日
面
佛
壽
命
滿
足
千
八
百
歲
。
」

（
卷
七
）

と
言
い
、「
月
面
佛
」
は
一
日
一
夜
の
短
命
、「
日
面
佛
」
は
千
八
百
歲
の
長
命
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
佛
の
名
を
擧
げ
て
、

壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
、
肉
身
の
「
空
無
常
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
入
矢
義
高
先
生
の
解
釋
は
「
そ
れ
、
佛
に
さ
え

壽
命
の
長
短
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
超
然
た
る
心
境
で
あ
ろ
う
」、『
庭
訓
往
來 

句
草
紙
』
一
八
二
頁
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
年
）。

○
日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

雪
竇
の
頌
は
馬
祖
の
答
え
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
「
五
帝
三
皇
是
何

物
！
」
と
解
釋
し
た
。「
五
帝
三
皇
」（
三
皇
五
帝
）
は
儒
教
傳
承
の
古
代
の
理
想
的
皇
帝
。
そ
の
權
威
を
罵
倒
し
、「
帝

力
、
我
に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
哉
！
」
と
い
う
古
代
逸
民
の
氣
概
を
示
す
も
の
と
見
た
（
帝
堯
の
時
の
「
擊
壤
歌
」
：
「
日
出

而
作
，
日
入
而
息
，
鑿
井
而
飲
，
耕
田
而
食
，
帝
力
於
我
何
有
哉
！
」）「
五
帝
三
皇
是
何
物
？
」
の
句
は
唐
末
の
詩
僧
貫
休
「
少

年
行
」（
三
首
之
一
）
の
末
句
を
借
り
る
。

錦
衣
鮮
華
手
擎
鶻
，
閑
行
氣
貌
多
輕
忽
。
稼
稷
艱
難
總
不
知
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
，
二
〇
〇
六
年
）

（
無
頼
少
年
た
ち
は
煌
び
や
か
な
衣
裳
に
身
を
包
み
手
に
は
狩
り
の
鷹
、
街
中
を
傍
若
無
人
に
の
さ
ば
っ
て
歩
く
。
農
民
の
苦
し
み

は
何
一
つ
知
ら
ず
、
「
古
代
の
帝
王
な
ぞ
屎
く
ら
え
！
」
）

貫
休
詩
の
無
頼
公
子
の
無
知
な
放
言
「
五
帝
三
皇
是
何
物
！
」
を
雪
竇
は
斷
章
取
義
的
に
反
轉
さ
せ
て
、
古
代
逸
民
の
氣

概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）
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概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）
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二
頌
と
も
に
馬
祖
の
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
臨
終
を
前
に
現
わ
れ
た
幻
想
と
見
て
い
て
、
こ
れ
は
い
わ
ば
も
っ
と
も
常

識
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
院
主
と
の
臨
終
を
目

前
に
し
た
對
話
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
馬
祖
の
院
主
に
對
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
は
づ
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
超
然
た
る
心

境
」
か
も
し
れ
な
い
し
、「
空
無
常
の
諦
念
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
雪
竇
の
頌
が
こ
れ
を
讀
む
禪
僧
へ
の
叱
咤
と
受

け
止
め
て
い
る
の
は
、
突
出
し
た
理
解
で
あ
ろ
う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
四
則

擧
：
德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
於
法
堂
上
，
從
西
過
東
邊
，
從
東
過
西
邊

（
１
）

，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
［
師
著
語

云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
至
門
首
，
却
云
：
「
也

（
２
）

不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
載

（
３
）

入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山

提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山
便
棯
，
拂
袖
而
出
。
［
師
著
語
云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
背
却
法
堂
，

著
草
鞋

（
４
）

便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
什
麼
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去

（
５
）

也
。
」

潙
山
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
庵
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」
［
師
著
語
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」
］

頌
曰
：

「
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。

飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？

急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
。
咄
！
」
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【
校
記
】

（
1
）「
西
過
東
邊
」、「
東
過
西
邊
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
東
過
西
」、「
西
過
東
」。

（
2
）「
也
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
載
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
再
」。

（
4
）「
草
鞋
」，《
直
註
》
作
「
鞋
」，
下
同
。

（
5
）「
出
去
也
」，《
直
註
》
作
「
去
了
」。

【
訓
讀
】

擧
す
。
德
山 

潙
山
に
到
り
、
複ふ

く

子す

を
挾は

さ

ん
で
法
堂
上
を
西
よ
り
東
邊
に
過
ぎ
、
東
よ
り
西
邊
に
過
ぎ
、
顧
視
し
て
云
く
、

「
無
し
、
無
し
。
」
便
ち
出い

づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘か

ん

破ぱ

し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
門も

ん
し
ゅ首

に
至
り
、
却
っ
て
云
く
、
「
也
た

草そ
う
そ
う草

な
る
を
得
ざ
れ
。
」
便
ち
威い

ぎ儀
を
具
し
、
載

ふ
た
た

び
入
り
て
相
見
せ
ん
と
す
。
潙
山
は
坐
す
る
次お

り

、
德
山
坐
具
を
提
起
し
て

云
く
、
「
和
尚
！
」
潙
山
は
拂
子
を
取
ら
ん
と
擬ほ

っ

す
る
に
、
德
山
便
ち
棯
し
、
拂ほ

っ

袖し
ゅ
うし

て
出
づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘

破
し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背は

い

却き
ゃ
くし

草そ
う
あ
い鞋

を
著つ

け
便
ち
行ゆ

く
。
潙
山
は
晩
に
至
っ
て
首
座
に
問
う
、
「
適せ

き
ら
い來

の
新し

ん
と
う到

は

什い

づ

こ

麼
處
に
か
在
る
？
」
首
座
云
く
、
「
當た

だ

ち時
に
法
堂
に
背
却
し
草
鞋
を
著
け
て
出
で
去ゆ

け
り
。
」
潙
山
云
く
、
「
此
の
子
は
已

後 

孤こ

峯ほ
う

頂
ち
ょ
う
じ
ょ
う

上
に
草
庵
を
盤ば

ん
け
つ結

し
、
呵か

佛ぶ
つ

罵ば

そ祖
し
去さ

ら
ん
！
」
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
雪
上
に
霜
を
加
う
。
」
］

頌
に
曰
く
、

一
た
び
勘
破
し
、
二
た
び
勘
破
し
、
雪
上
に
霜
を
加
え
曾か

つ

て
險ほ

と

ん
ど
墮だ

さ
ん
と
す
。

飛ひ

き騎

將
し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
虜り

ょ
て
い庭

に
入
る
に
、
載

ふ
た
た

び
完
全
な
る
を
得
た
る
は
能
く
幾い

く
に
ん箇

か
あ
る
？

急
ぎ
走に

げ
過
ぐ
る
も
、
放ほ

う

過か

せ
ず
。
孤
峯
頂
上
の
草そ

う

裏り

に
坐
す
。
咄と

つ

！
」
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【
日
譯
】

本
則
。
德
山
宣
鑑
が
潙
山
に
到
っ
て
、
旅
裝
の
ま
ま
法
堂
を
西
か
ら
東
へ
、
東
か
ら
西
へ
行
き
來
し
て
、
「
無
い
、
無
い
」

と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た
ぞ
！
」
］
德
山
は
門
の
と
こ
ろ
で
、
「
拙
速
は
い
け
な
い
」
と
思
い
、
威

儀
を
整
え
、
再
び
入
っ
て
相
見
し
よ
う
と
し
た
。
潙
山
は
坐
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。
德
山
は
坐
具
を
持
っ
て
、
「
和
尚
！
」

と
言
っ
た
。
潙
山
が
拂
子
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
德
山
は
一
棯
し
、
袖
を
拂
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た

ぞ
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背
を
向
け
鞋く

つ

を
履
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
潙
山
は
首
座
に
、
「
さ
き
ほ
ど
の
新
到
は
ど
こ
に

い
る
か
？
」
と
問
う
と
、
首
座
は
「
す
ぐ
に
法
堂
に
背
を
向
け
鞋
を
履
い
て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
潙

山
は
言
っ
た
、
「
こ
の
お
ひ
と
は
の
ち
孤
峰
の
頂
上
に
草
庵
を
構
え
、
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
。
」
［
師
の
著
語
「
ま
た

餘
計
な
こ
と
を
！
」
］

頌
に
言
う
、

  

「
二
度
と
も
德
山
の
意
圖
を
見
破
っ
た
の
に
、
潙
山
は
餘
計
な
こ
と
を
言
っ
て
破
綻
寸
前
だ
。

飛
騎
將
軍
の
ご
と
く
匈
奴
の
地
へ
踏
み
込
ん
で
、
無
事
に
歸
っ
て
來
た
者
が
ほ
か
に
あ
ろ
う
か
？

し
か
し
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
見
逃
さ
ぬ
。
孤
峰
の
頂
上
で
煩
惱
ま
み
れ
だ
。
コ
ラ
ッ
！
」

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
見
え
な
い
。
原
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
朗
州
德
山
宣
鑑
禪
師
章
」
に
見
え
る
。

師
抵
于
潙
山
，
從
法
堂
西
過
東
，
迴
視
方
丈
。
潙
山
無
語
。
師
曰
：
「
無
也
，
無
也
。
」
便
出
，
至
僧
堂
前
乃
曰
：

「
然
雖
如
此
，
不
得
草
草
。
」
遂
具
威
儀
上
再
參
，
才
跨
門
，
提
起
坐
具
喚
曰
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
棯
之
，
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揚
袂
而
出
。
潙
山
晩
間
問
大
衆
：
「
今
日
新
到
僧
何
在
？
」
對
曰
：
「
那
僧
見
和
尚
了
，
更
不
顧
僧
堂
便
去
也
。
」
潙

山
問
衆
：
「
還
識
遮
阿
師
也
無
？
」
衆
曰
：
「
不
識
。
」
潙
曰
：
「
是
伊
將
來
有
把
茅
蓋
頭
，
罵
佛
罵
祖
去
在
！
」

『
宗
門
統
要
』（
卷
七
）
は
雪
竇
の
著
語
を
引
い
て
い
る
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

師
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
方
丈
。
偶
潙
山
坐
次
，
殊
不
顧
盻
。
師
乃
云
：

「
無
，
無
。
」
便
出(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也)

至
門
首
，
却
云
：
「
也
不
得
草
草
。
」
重
具
威
儀
，
再
入
相
見
，
纔
跨
門
，

便
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
便
棯
，
拂
袖
而
出
。(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也) 

潙
山
至
晚
問
首

座
：
「
今
日
新
到
在
甚
處
？
」
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
去
也
。
」
潙
山
云
：
「
還
識
此
人
麼
？
」
座
云
：
「
不

識
。
」
潙
山
云
：
「
此
箇
阿
師
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
訶
佛
罵
祖
去
在
！
」
雪
竇
顯
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」

大
慧
『
正
法
眼
藏
』（
卷
下
）
は
刊
行
は
南
宋
で
あ
る
が
、
古
い
テ
ク
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
雪
竇
の

據
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
至
門
首
，
却
云
：

「
也
不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
再
入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山

便
棯
，
拂
袖
而
出
。
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
甚
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時

背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去
。
」
潙
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」

〇
本
則
に
お
い
て
、
德
山
が
潙
山
の
い
る
前
で
法
堂
を
東
西
に
行
き
來
し
て
、
聞
こ
え
よ
が
し
に
わ
ざ
わ
ざ
「
無
い
、
無

い
」
と
言
っ
た
の
は
、
潙
山
の
「
主
人
公
」
が
見
あ
た
ら
ぬ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
德
山
自
身
坐
具
を
持
っ
て
「
和

尚
！
」
と
言
っ
て
み
づ
か
ら
作
用
を
し
て
見
せ
「
自
己
の
主
人
公
」
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
潙
山
が
こ
れ
を
評

し
て
「
い
づ
れ
孤
峰
の
山
頂
で
庵
を
構
え
て
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
」
と
預
言
し
た
の
も
、「
自
己
の
主
人
公
」
と

い
う
尊
貴
を
保
持
し
て
い
る
德
山
の
矜
持
を
評
價
し
た
も
の
で
あ
る
。「
挾
複
子
」
に
つ
い
て
『
祖
庭
事
苑
』
に
「
複
は
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幞
（
房
玉
切
、
頭
巾
の
こ
と
）
の
誤
り
」
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
「
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

〇
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。
飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？
急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草

裏
坐
。
咄
！　

雪
竇
の
頌
は
德
山
が
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
德
山
が
潙
山

の
前
で
東
西
に
行
き
來
し
た
こ
と
、
坐
具
を
持
ち
上
げ
て
「
和
尚
！
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
と
も
に
「
見
破
っ
た
！
」
と

言
っ
た
の
は
、
德
山
が
馬
祖
禪
に
依
據
し
て
い
る
の
を
見
抜
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
德
山
を
漢
の
飛
騎
將
軍
李
廣

に
擬
し
て
褒
め
た
の
は
、
潙
山
の
德
山
の
高
い
評
價
に
倣
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
お
い
て
、
反
轉
さ
せ
る
意
圖
で
あ

る
。「
急
走
過
，
不
放
過
」（
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
わ
た
し
は
許
さ
ぬ
）、
な
ぜ
か
？
「
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
」（
德
山
は
ひ
と
り

得
意
に
な
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
全
身
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
）、
そ
の
こ
と
に
さ
え
氣
づ
い
て
い
な
い
、
と
ん
だ
自
了
漢
だ
と

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
咄
！
」
は
警
覺
の
聲
、
德
山
を
叱
咤
す
る
。
押
韻
は
「
破
」「
過
」
過
「
墮
」「
坐
」
果

「
箇
」
箇
、
上
聲
果
韻
去
聲
箇
過
韻
通
押
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
七
）
に
載
せ
る
雪
竇
以
後
の
宋
代
禪
僧
の
評
價
も
德
山
と
潙
山
に
批
判
的
で
あ
る
。

德
山
大
似
作
賊
人
心
虚
，
潙
山
也
是
賊
後
張
弓
。
（
五
祖
師
戒
）

（
德
山
は
惡
黨
の
心
が
び
く
つ
く
類
で
、
潙
山
も
賊
が
逃
げ
て
の
ち
弓
を
引
く
手
合
い
だ
。
）

二
尊
宿
恁
麼
相
見
，
每
人
失
却
一
隻
眼
。
（
雲
門
宗
杲
）

（
二
人
の
禪
匠
が
ま
み
え
た
結
果
、
二
人
と
も
片
目
を
失
っ
た
。
）

コ
メ
ン
ト
が
短
い
の
で
具
體
性
に
缺
け
る
が
、
德
山
潙
山
と
も
に
非
と
す
る
雪
竇
と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
五
則

擧
：
雪
峯
示
衆
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大

（
１
）

，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！
」

頌
曰
：

牛
頭
沒
，
馬
頭
廻

（
２
）

，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。

打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？

【
校
記
】

（
1
）「
如
粟
米
粒
大
」，『
直
註
』
無
「
粒
」
字
。

（
2
）「
馬
頭
廻
」，『
碧
巖
錄
』、『
直
註
』「
廻
」
作
「
回
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雪
峯
の
示
衆
に
云
く
、
「
盡じ

ん
だ
い大

地ち

を
撮つ

ま

み
來き

た

る
こ
と
粟あ

わ米
粒つ

ぶ

の
大
い
さ
の
如
く
に
し
て
、
面
前
に
抛ほ

う
こ
う向

す
る
も
、

漆し
っ
つ
う桶

不ふ

え會
な
り
。
皷こ

を
打
ち
普ふ

請し
ん

し
看
よ
！
」

頌
に
曰
く
、

牛ご

づ頭
は
沒ぼ

っ

し
、
馬め

づ頭
は
廻か

え

り
て
、
曹そ

う
け
い溪

の
鏡

き
ょ
う

裏り

は
塵じ

ん
あ
い埃

を
絶
す
。

皷
を
打
ち
看
來き

た

る
も
君
は
見
ず
、
百
花
春
に
至
る
も
誰た

が
爲
に
か
開
か
ん
？

【
日
譯
】
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本
則
。
雪
峯
義
存
の
示
衆
、
「
わ
た
し
が
大
地
を
ま
る
ご
と
粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
、
諸
君
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
て

や
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
く
れ
ぬ
。
太
鼓
を
打
っ
て
普
請
に
行
け
！
」

頌
に
い
う
、

牛
頭
は
消
え
、
馬
頭
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
曹
溪
六
祖
の
鏡
に
は
塵
ひ
と
つ
な
い
。

普
請
鼓
を
打
っ
て
僧
院
の
外
に
出
て
も
、
諸
君
は
春
爛
漫
の
花
が
見
え
ぬ
と
は
！

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
「
遊
方
遺
錄
」
よ
り
採
錄
し
て
い
る
。

師
在
雪
峯
，
與
長
慶
西
院
商
量
。
雪
峯
上
堂
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
鼓
普

請
看
！
」
西
院
問
師
：
「
雪
峯
與
麼
道
，
還
有
出
頭
不
得
處
麼
？
」
師
云
：
「
有
。
」
院
云
：
「
作
麼
生
是
出
頭
不
得

處
？
」
師
云
：
「
不
可
總
作
野
狐
精
見
解
也
。
」
又
云
：
「
狼
藉
不
少
。
」
又
云
：
「
七
曜
麗
天
。
」
又
云
：
「
南
閻
浮
提
，

北
欝
單
越
。
」

た
だ
し
本
則
で
雪
峯
の
示
衆
の
み
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
に
對
す
る
西
院
（
長
慶
慧
稜
）
と
雲
門
文
偃
の
問
答
を
省
略
し
て

二
人
に
よ
る
檢
討
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
い
の
は
、
雪
峯
の
言
説
へ
の
評
價
を
故
意
に
隱
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
院

の
言
う
「
出
頭
不
得
」
と
は
雪
峯
の
示
衆
の
場
に
い
な
い
、
つ
ま
り
雪
峯
の
言
説
を
認
め
ぬ
こ
と
。
雲
門
も
雪
峯
の
言
説

を
「
野
狐
精
の
見
解
」（
妄
想
）
と
答
え
て
い
る
。
な
お
こ
の
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

○
雪
峯
示
衆
云
：
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！　

雪
峯
の
示
衆
は
、「
盡
大
地
を

粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
僧
衆
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
る
」
演
技
を
し
て
見
せ
て
、「
盡
大
地
」
と
「
粟
米
粒
」
と
い
う

極
大
極
小
に
見
え
る
現
實
を
相
對
化
し
、「
空
」
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
は
錯
覺
に
過
ぎ
ず
、「
眞
際
」
の
地
平
に
お
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い
て
は
平
等
な
る
こ
と
に
氣
づ
か
し
め
る
意
圖
で
あ
る
。「
粟
米
」
は
小
米
（
粟
）
を
言
う
。「
漆
桶
」
は
漆
を
入
れ
る
木

の
桶
、
そ
の
ま
っ
黑
な
さ
ま
を
無
知
蒙
昧
に
譬
え
る
。「
打
皷
普
請
」
は
普
請
を
報
ず
る
太
鼓
を
打
っ
て
作
務
を
促
す
意
。

大
地
に
出
て
如
上
の
眞
理
を
確
認
せ
よ
と
い
う
意
圖
で
あ
る
。

○
頌
曰
：
牛
頭
沒
，
馬
頭
廻
，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。
打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？　
「
牛
頭
、
馬
頭
」
は
地
獄

の
獄
卒
、
こ
れ
ら
が
い
な
く
な
っ
た
と
は
、
地
獄
と
い
う
妄
想
の
消
失
を
言
う
。
そ
の
こ
と
を
六
祖
慧
能
の
「
呈
心
偈
」

の
「
本
來
無
一
物
」
で
暗
示
す
る
。
本
則
の
雪
峯
の
示
衆
、「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
」
と
い
う
言
説
を
妄
想
と
す
る

の
で
あ
る
。
後
二
句
は
雪
峯
の
「
打
皷
普
請
看
！
」
の
意
圖
を
受
け
て
、
今
現
成
し
て
い
る
春
の
花
を
享
受
せ
よ
と
言

う
。
雪
峯
の
「
眞
際
」
と
「
現
實
」
と
い
う
構
想
を
二
項
對
立
と
し
て
批
判
し
、
現
實
に
回
歸
し
て
こ
そ
「
己
事
究
明
」

の
修
行
生
活
が
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
は
上
引
の
『
雲
門
廣
錄
』
で
雲
門
が
雪
峯
の
考
え
を
「
野
狐
精
の
見
解
」
と
し
た

の
と
相
い
通
づ
る
。
頌
は
三
三
韻
七
韻
七
七
韻
の
長
短
句
の
俗
謠
形
式
。
押
韻
は
「
廻
」「
埃
」
咍
「
開
」
灰
、
咍
灰
韻

同
用
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
六
則

擧
：
雲
門
大
師

（
１
）

垂
語
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

頌
曰
：

去
却
一

（
２
）

，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。

徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
冩
出
飛
禽
跡
。
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草
茸
茸
，
煙
冪
冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉

（
３
）

。

彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。

【
校
記
】

（
1
）「
大
師
」，《
碧
巖
錄
》
無
。

（
2
）「
一
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
壹
」。

（
3
）「
藉
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
籍
」，
二
字
俗
寫
不
分
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雲
門
大
師
の
垂
語
に
云
く
、
「
十
五
日
已
前
は
汝
に
問
わ
ず
、
十
五
日
已
後
を
一
句
道い

い
將も

ち
來き

た

れ
。
」
自
ら
代
っ
て

云
く
、
「
日ひ

び日
是
れ
好こ

う
じ
つ日

。
」

頌
に
曰
く
、

一い
ち

を
去き

ょ

却き
ゃ
くし

、
七し

ち

を
拈ね

ん
と
く得

す
る
は
、
上

じ
ょ
う

下げ

し

い

四
維
に
等と

う
ひ
つ匹

無
し
。

徐じ
ょ
こ
う行

し
踏と

う
だ
ん斷

す
流

り
ゅ
う

水す
い

の
聲こ

え

、
縱

じ
ゅ
う

觀か
ん

し
冩え

が

き
出い

だ

す
飛ひ

禽き
ん

の
跡あ

と

。

草
は
茸

じ
ょ
う
じ
ょ
う

茸
、
煙も

や

は
冪べ

き
べ
き冪

、
空く

う

生し
ょ
うの

巖が
ん
は
ん畔

に
花
狼ろ

う
ぜ
き藉

た
り
。

彈だ
ん

指し

す
る
は
悲
し
む
に
堪
え
た
り
舜

し
ゅ
ん
に
ゃ
っ若

多た

、
動ど

う

著ぢ
ゃ
くす

る
莫
れ
、
動
著
せ
ば
三
十
棒
。

【
日
譯
】

本
則
。
雲
門
大
師
の
垂
示
の
語
に
言
う
、
「
十
五
日
以
前
の
事
は
諸
君
に
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
事
を
一
句
言
い
な
さ
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い
。
」
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
。
」

頌
に
言
う
、

一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
こ
と
、
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
は
な
い
。

川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
上
げ
る
。

草
は
お
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。

指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。

動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
に
據
っ
て
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。

示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

〇
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來　
「
十
五
日
」
は
夏
安
居
開
始
の
日
を
指
す
。
夏
安
居
は
四
月
十
五
日

か
ら
七
月
十
五
日
の
三
か
月
間
の
禁
足
修
行
期
間
で
、
叢
林
で
は
こ
れ
を
重
視
し
、
開
始
に
あ
た
っ
て
は
上
堂
説
法
が
な

さ
れ
た
。『
雲
門
廣
錄
』
に
は
こ
の
こ
と
に
關
す
る
對
話
も
あ
る
。

一
日
云
：
「
今
日
十
五
，
入
夏
也
。
寒
山
子
作
麼
生
？
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
）

（
あ
る
日
言
っ
た
、
「
今
日
は
四
月
十
五
日
、
夏
安
居
の
始
ま
る
日
だ
。
寒
山
子
は
ど
う
過
ご
す
の
か
？
」
）

問
：
「
初
秋
夏
末
，
前
程
忽
有
人
問
，
如
何
祇
對
？
」
師
云
：
「
大
衆
退
後
。
」
進
云
：
「
過
在
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
還

我
九
十
日
飯
錢
來
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
問
う
、
「
夏
安
居
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
の
ち
の
こ
と
を
人
に
問
わ
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
み
な
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が
聞
い
て
後
ず
さ
り
す
る
。
」
僧
、
「
ど
こ
が
誤
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
九
十
日
の
飯
代
を
返
せ
！
」

宋
代
以
後
は
結
夏
（
四
月
十
五
日
）、
解
夏
（
七
月
十
五
日
）
に
は
必
ず
上
堂
と
小
參
説
法
が
行
な
わ
れ
た
。
次
の
例
は
南
宋

時
代
の
結
夏
に
あ
た
っ
て
の
小
參
（
結
制
の
前
夜
に
行
わ
れ
た
）
で
あ
る
。

四
月
十
五
日
已
前
，
少
則
不
減
；
七
月
十
五
日
已
後
，
多
則
不
添
。
不
添
不
減
，
已
後
已
前
，
且
拈
向
一
壁
，
畢
竟

九
十
日
内
事
作
麼
生
？
（
『
斷
橋
和
尚
語
錄
』
卷
上
「
初
住
台
州
瑞
峯
祇
園
禪
寺
語
錄
」
結
夏
小
參
）

（
四
月
十
五
日
以
前
に
な
か
っ
た
と
思
っ
て
も
減
っ
た
の
で
は
な
い
。
七
月
十
五
日
以
後
に
生
じ
た
と
思
っ
て
も
増
え
た
の
で
は
な

い
。
増
え
ず
減
ら
ず
、
以
前
以
後
は
と
も
か
く
、
九
十
日
間
を
い
っ
た
い
ど
う
過
ご
す
の
か
？
）

當
時
の
修
行
僧
は
夏
安
居
、
冬
安
居
の
九
十
日
間
は
叢
林
で
過
ご
し
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
一
處
不
住
の
行
脚
生
活
を

送
っ
た
。
ゆ
え
に
雲
門
文
偃
も
禪
僧
行
脚
に
つ
い
て
の
規
戒
を
敍
べ
て
い
る
。

兄
弟
一
等
是
蹋
破
草
鞋
行
脚
，
抛
却
師
長
父
母
，
直
須
著
些
子
眼
睛
始
得
。
若
未
有
箇
入
頭
處
，
遇
著
本
色
咬
猪
狗

手
脚
，
不
惜
性
命
，
入
泥
入
水
相
爲
，
有
可
咬
嚼
，
眨
上
眉
毛
，
高
挂
鉢
囊
，
十
年
二
十
年
辦
取
徹
頭
，
莫
愁
不
成

辦
。
直
是
今
生
未
得
，
來
生
亦
不
失
人
身
，
向
此
門
中
亦
乃
省
力
。
不
虚
辜
負
平
生
，
亦
不
辜
負
施
主
師
長
父
母
。

直
須
在
意
，
莫
空
過
時
，
遊
州
獵
縣
，
橫
擔
拄
杖
一
千
里
二
千
里
走
，
這
邊
經
冬
，
那
邊
過
夏
，
好
山
好
水
堪
取
性
，

多
齋
供
易
得
衣
鉢
。
苦
屈
！
苦
屈
！
圖
他
一
斗
米
，
失
却
半
年
糧
。
如
此
行
脚
，
有
什
麼
利
益
？
信
心
檀
越
一
把
菜
，

一
粒
米
，
作
麼
生
消
得
？
直
須
自
看
，
無
人
替
代
。
時
不
待
人
，
一
日
眼
光
落
地
，
前
頭
將
何
抵
擬
？
莫
一
似
落
湯

螃
蟹
手
脚
忙
亂
，
無
你
掠
虚
説
大
話
處
。
莫
將
等
閑
空
過
時
光
！
一
失
人
身
，
萬
劫
不
復
，
不
是
小
事
。
莫
據
目

前
！
俗
子
尚
猶
道
：
朝
聞
道
，
夕
死
可
矣
。
況
我
沙
門
合
履
踐
何
事
？
大
須
努
力
！
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
諸
君
は
み
な
故
郷
の
師
長
父
母
を
棄
て
、
草
鞋
を
履
き
つ
ぶ
し
行
脚
に
出
て
來
て
い
る
が
、
正
し
い
行
脚
の
眼
を
持
た
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
も
し
開
悟
の
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
な
ら
ば
、
命
を
惜
し
ま
ず
親
身
に
指
導
し
て
く
れ
る
本
物
の
老
師
に
出
逢
っ
て
精
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神
を
奮
い
立
た
せ
、
ま
っ
と
う
に
受
け
止
め
よ
。
高
邁
な
行
脚
を
徹
底
し
て
十
年
二
十
年
續
け
た
な
ら
、
人
生
の
完
成
に
到
ら
ぬ
と

も
氣
に
病
む
こ
と
は
な
い
。
た
と
い
今
生
に
到
達
で
き
な
く
と
も
、
來
世
に
人
身
を
失
わ
ね
ば
、
わ
が
宗
門
に
お
い
て
續
け
て
修
行

で
き
、
平
生
の
願
い
に
背
か
ず
、
施
主
や
師
長
父
母
の
期
待
に
も
背
か
ぬ
。
こ
の
こ
と
に
心
せ
よ
！
空
し
く
時
を
過
ご
し
、
各
地
を

歩
き
ま
わ
っ
て
は
な
ら
ぬ
！
拄
杖
を
肩
に
千
里
二
千
里
、
こ
ち
ら
で
冬
安
居
を
過
ご
し
、
あ
ち
ら
で
夏
安
居
を
過
ご
し
、
景
色
の
よ

い
と
こ
ろ
、
衣
食
豊
富
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
氣
ま
ま
に
過
ご
す
よ
う
で
は
駄
目
だ
！
あ
あ
、
情
け
な
い
！
目
先
の
一
斗
の
米
を
貪
っ

て
半
年
の
食
糧
を
失
う
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
ん
な
行
脚
で
は
何
の
利
益
が
あ
ろ
う
か
！
信
心
の
檀
越
が
施
し
て
く
れ
る
一
束
の
野
菜

も
一
粒
の
米
も
受
け
取
る
資
格
は
な
い
。
み
づ
か
ら
よ
く
見
よ
！
自
分
の
こ
と
な
の
だ
。
歲
月
は
人
を
待
っ
て
は
く
れ
ぬ
。
一
旦
壽

命
が
終
わ
る
と
い
う
日
に
な
っ
て
、
目
前
の
死
に
ど
う
對
處
す
る
の
か
？
う
ろ
た
え
た
り
、
大
口
を
た
た
い
た
り
す
る
餘
地
な
ど
な

い
。
無
駄
に
時
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
！
一
旦
人
身
を
失
え
ば
、
取
り
返
し
は
つ
か
ぬ
。
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
！
俗
人
で
さ

え
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
し
て
わ
れ
ら
出
家
沙
門
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
何
事
を
踏

み
行
な
う
べ
き
か
？
努
力
せ
よ
、
諸
君
！
）

〇
自
代
云
：
日
日
是
好
日　
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
は
、
夏
安
居
開
始
の
四
月
十
五
日
以
後
の
制
中
も
そ
れ
以
前
の
行
脚
と

變
わ
ら
ず
、
上
述
の
精
神
で
修
行
に
專
念
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹　

本
則
と
雪
竇
頌
の
意
味
に
つ
い
て
、
四
卷
本
『
大
慧
普
説
』
の
「
快
然
居
士
請

普
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

妙
喜
初
行
脚
，
曾
參
一
尊
宿
來
，
喚
作
寶
印
和
尚
。
寶
印
先
參
興
教
坦
和
尚
，
也
見
雪
竇
，
後
來
法
嗣
琅
溪
。
山
僧

在
他
處
作
侍
者
兩
年
，
每
日
商
量
公
案
。
如
雲
門
示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」

自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
此
是
古
本
《
雲
門
語
錄
》
上
面
説
是
四
月
八
日
上
堂
。
因
甚
麼
道
：
「
十
五
日
已
前
不

問
汝
」
？
謂
初
八
在
其
中
。
「
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
謂
何
日
不
是
佛
降
生
時
節
？
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雪
竇
頌
曰
：
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
。
草
茸
茸
，
煙
冪

冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉
。
彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」
謂
去
却
一
，
拈
得
七
，
乃
是
八
也
。
世
尊

生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
云
：
「
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
」
故
曰
：
「
上
下
四
維
無
等
匹
。
」
「
徐
行
踏
斷
流

水
聲
」，
謂
正
當
四
方
徐
行
七
歩
時
，
爲
你
衆
生
故
，
直
饒
流
水
聲
，
也
須
踏
斷
。
「
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」，
謂
縱
目
觀

四
方
時
，
爲
衆
生
故
，
幾
乎
寫
出
飛
禽
跡
。
「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
」，
謂
幸
自
有
如
此
境
界
一
切
現
成
。
須
菩
提
不
必

巖
中
宴
坐
，
惹
得
天
雨
四
花
，
故
曰
：
「
空
生
巖
畔
花
狼
藉
，
彈
指
堪
悲
舜
若
多
。
」
舜
若
多
是
虚
空
神
，
無
身
覺
觸
，

謂
縱
使
得
似
舜
若
多
神
無
身
無
影
時
，
正
可
悲
可
嘆
。
所
以
後
面
道
：
「
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」　

（
わ
た
し
は
初
め
行
脚
の
時
、
寶
印
和
尚
と
呼
ば
れ
る
尊
宿
に
參
じ
た
。
寶
印
和
尚
は
先
に
教
興
坦
和
尚
に
參
じ
、
ま
た
雪
竇
重
顯

に
も
會
い
、
瑯
琊
慧
覺
の
法
を
嗣
い
だ
人
だ
。
わ
た
し
は
か
れ
の
と
こ
ろ
で
侍
者
を
二
年
つ
と
め
、
每
日
公
案
を
商
量
し
た
。
た
と

え
ば
、
雲
門
の
示
衆
に
こ
う
あ
る
。
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な

さ
い
。
」
そ
し
て
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
。
こ
れ
は
古
本
『
雲
門
語
錄
』
で
は
四
月
八
日
の
上
堂
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
」
と
言
っ
た
の
は
、
八
日
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
か
ら
だ
。
「
十
五
日
以

後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な
さ
い
」
と
言
い
、
「
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
、
『
每
日
が
よ
い
日
』
」
と
言
っ
た
わ
け
だ
。
每
日
が
佛

陀
降
誕
の
め
で
た
き
日
と
い
う
こ
と
だ
。
雪
竇
の
頌
に
言
う
、
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
。
そ
の
手
腕
は
こ
の
世
に
匹

敵
す
る
者
が
な
い
。
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
跡
を
見
上
げ
る
。
草
は
生
い
茂
り
、

靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出

し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
須
菩
提
よ
、
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら

わ
せ
る
」
。
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
」
と
八
に
な
る
。
世
尊
が
誕
生
さ
れ
て
、
天
と
地
を
指
さ
し
「
天
上
天
下
に
、
わ

れ
ひ
と
り
尊
し
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
つ
ま
り
「
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
「
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
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ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
む
」
と
は
、
ま
さ
に
四
方
を
お
も
む
ろ
に
七
歩
あ
ゆ
み
、
そ
な
た
ら
衆
生
の
た
め
に
、
川
の
音
を
も
踏
み
し

め
て
行
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
あ
げ
る
」
と
は
、
四
方
を
そ
ぞ
ろ
に
眺
め
や
っ
て
、
衆
生

の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
飛
ぶ
鳥
の
跡
を
描
く
の
を
見
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
草
は
生
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
る
」
と
は
、
幸

い
に
も
か
く
の
如
き
境
界
が
一
切
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
る
必
要
は
な
か
っ

た
。
ゆ
え
に
「
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
が
、
虚
空
神
は
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
」
と

言
っ
た
。
舜
若
多
と
は
身
體
は
な
く
觸
覺
だ
け
を
も
つ
虚
空
神
で
、
た
と
い
無
身
無
影
の
舜
若
多
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
爲

は
嘆
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
最
後
に
、
「
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
」
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
）

こ
れ
は
大
慧
が
寶
印
和
尚
と
公
案
を
商
量
し
た
時
の
本
則
お
よ
び
雪
竇
頌
の
解
釋
で
、
雲
門
の
本
則
が
古
本
『
雲
門
語

錄
』
で
は
四
月
八
日
の
「
佛
降
誕
上
堂
」
の
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
「
十
五
日
已
前
」「
十
五
日
已
後
」
と

言
っ
た
の
だ
と
言
い
、
ま
た
雪
竇
頌
の
冒
頭
の
三
句
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
」
を
佛
陀
の
「
天
上
天

下
，
唯
我
獨
尊
」
の
意
と
し
て
い
る
の
は
、「
上
下
四
維
無
等
匹
」
が
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」）
の
「
東

西
及
南
北
，
各
行
於
七
步
。
分
手
指
天
地
，
作
師
子
吼
聲
：
『
上
下
及
四
維
，
無
能
尊
我
者
』。」
に
據
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「
去
却
一
，
拈
得
七
」
は
宋
代
の
引
用
で
は
「
去
却
一
，
拈
却
七
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ

も
「
一
を
取
り
去
り
、
七
を
取
り
拂
う
」
意
で
あ
り
、
こ
れ
が
四
月
「
八
」
日
を
暗
示
し
て
い
て
佛
陀
を
指
す
語
だ
と

い
う
。
以
下
の
頌
「
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」
を
佛
陀
の
「
四
方
徐
行
七
歩
」
と
關
聯
さ
せ
て
説
明
し
、

「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
（
煙
冪
冪
）」
二
句
を
佛
陀
の
覺
醒
し
た
眼
に
映
じ
た
一
切
現
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
そ
の
あ
と
須
菩

提
と
虚
空
神
の
故
事
を
配
し
、
最
後
は
虚
空
神
も
須
菩
提
も
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
て
と
も
に
批
判
す
る
。
雪
竇
頌
の

押
韻
は
「
一
」「
七
」「
匹
」
質
、「
跡
」「
藉
」
昔
、「
著
」
藥
、
入
聲
質
韻
［-t
］、
昔
韻
［-k

］、
藥
韻
［-k

］
通
押
。
宋
代
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四
川
音
で
は
入
聲
韻
尾
が
消
失
合
併
し
て
通
用
し
た
。

た
だ
し
、
雪
竇
頌
の
如
上
の
展
開
が
雲
門
の
本
則
と
ど
う
い
う
聯
環
に
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。
本
則
が
四
月
八
日

の
佛
降
誕
の
日
の
上
堂
語
と
し
て
な
さ
れ
、
目
前
に
迫
っ
た
夏
安
居
の
心
構
え
を
語
っ
た
「
日
日
是
好
日
」
に
對
し
て
、

雪
竇
が
ど
う
い
う
評
價
を
下
し
た
の
か
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

本
則
は
雲
門
山
で
の
夏
安
居
を
目
前
に
し
た
佛
降
誕
上
堂
に
お
い
て
、
雲
門
が
制
中
修
行
の
心
構
え
を
問
い
、
み
づ
か

ら
「
日
日
是
好
日
」
と
垂
示
し
て
、
僧
衆
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
や
っ
た
。
眞
摯
な
行
脚
修
行
が
で
き
て
い
る
な
ら
、
そ
の

精
神
で
過
ご
す
の
だ
と
。
雪
竇
は
（
大
慧
に
よ
れ
ば
）
こ
の
上
堂
語
が
四
月
八
日
の
佛
降
誕
の
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
冒
頭
三
句
で
佛
陀
誕
生
時
の
行
爲
を
讚
揚
し
、
水
聲
を
聞
き
飛
鳥
を
見
上
げ
る
見
聞
覺
知
の
作
用
の
主
人
公
を
自
覺

す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
た
。
最
後
に
「
須
菩
提
巖
下
宴
坐
，
梵
天
讚
嘆
雨
花
」
の
故
事
を
持
ち
出
し
て
、
外
境
に
煩
わ
さ

れ
て
は
な
ら
ぬ
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
佛
傳
の
降
誕
、
出
家
、
入
山
苦
行
、
出
山
、
菩
提
樹
下
の
明
星
開
悟
、
五
比
丘
へ
の
説
法
、
遊
行
、
入
滅
の
一

聯
の
佛
陀
の
生
涯
は
『
修
行
本
起
經
』、『
普
耀
經
』
等
の
佛
傳
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
禪
宗
は
中
唐
馬
祖
禪
洪
州
宗
に

よ
っ
て
回
顧
再
編
さ
れ
た
思
想
史
的
敍
述
が
『
寶
林
傳
』、『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
定
著
し
て
お
り
、
唐
宋
時
代

以
後
こ
れ
に
據
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
佛
誕
生
時
の
行
爲
、

又
《
普
曜
經
》
云
：
「
佛
初
生
時
，
放
大
光
明
，
照
十
方
界
，
地
涌
金
蓮
，
自
然
捧
足
，
東
西
南
北
，
各
行
七
步
，

觀
察
四
方
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
作
師
子
吼
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」

第
四
則
）

を
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
を
佛
陀
が
實
踐
し
て
い
た
の
だ
と
認
め
る
解
釋
が
な
さ
れ
、
晩
唐
五
代
に
馬
祖
禪
再
檢
討

の
機
運
が
起
こ
る
と
、
批
判
が
噴
出
し
た
。
そ
の
典
型
が
雲
門
文
偃
で
あ
る
。
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擧
：
「
世
尊
初
生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
步
，
目
顧
四
方
，
云
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
師

云
：
「
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
與
狗
子
喫
却
，
貴
圖
天
下
太
平
。
」
（
『
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
錄
』
卷
中
）

（
提
起
し
た
、
「
世
尊
が
下
生
さ
れ
た
時
、
手
で
天
を
指
し
地
を
指
し
て
、
ま
わ
り
を
七
歩
歩
き
、
四
方
を
觀
察
し
て
、
言
わ
れ
た
、

『
天
上
天
下
に
、
唯
だ
我
の
み
獨
り
尊
し
』
と
。
」
師
、
「
お
れ
が
も
し
そ
の
時
に
こ
れ
を
見
た
ら
、
棒
で
も
っ
て
擊
ち
殺
し
て
犬
に

喰
わ
せ
て
や
る
。
そ
れ
で
こ
そ
天
下
泰
平
だ
。
」
）

雲
門
は
佛
陀
の
所
作
が
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
「
佛
性
の
尊
貴
」
を
謳
歌
し
た
こ
と
を
け
し
か
ら
ぬ
と
罵
倒
し
た
の

で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
唐
末
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
再
檢
討
が
高
ま
っ
た
時
期
の
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
則
で
は

こ
れ
ほ
ど
の
激
烈
な
佛
陀
批
判
は
影
を
潛
め
て
い
る
が
、「
日
日
是
好
日
」
に
は
佛
を
も
特
別
視
し
な
い
氣
概
が
現
わ
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
譯
注

擧
：
僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚

（
１
）

，
如
何
是
佛
？
」
法
眼

（
２
）

云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

頌
曰
：

江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。

三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
。

【
校
記
】
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（
1
）「
慧
超
咨
和
尚
」
五
字
，《
直
註
》
無
。

（
2
）「
法
眼
」
二
字
，《
直
註
》
作
「
眼
」
一
字
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧 
法
眼
に
問
う
、
「
慧
超 

和
尚
に
咨と

う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
法
眼
云
く
、
「
汝
は
是
れ
慧
超
。
」

頌
に
曰
く
、

江こ
う
こ
く國

に
春

し
ゅ
ん

風ぷ
う

は
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓し

ゃ

鴣こ

な啼
き
て
深し

ん

花か

り裏
に
在
り
。

三さ
ん

級き
ゅ
うの

浪な
み
た
こ高

う
し
て
魚う

お

は
龍

り
ゅ
う

と
化か

す
に
、
癡ち

人じ
ん

猶な

お
戽く

む
夜や

塘と
う

の
水み

ず

。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
法
眼
に
問
う
た
、
「
慧わ

た
く
し超

、
和
尚
に
お
訊
ね
し
ま
す
。
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
法
眼
は
答
え
た
、

「
そ
な
た
は
慧
超
だ
。
」

頌
し
て
い
う
、

江
南
に
春
風
は
吹
い
て
こ
ず
、

鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
ひ
そ
や
か
に
鳴
く
。

龍
門
に
三
級
の
高
波
が
澎
湃
と
起
こ
る
に
乘
じ
て
魚
は
す
で
に
龍
と
な
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
の
に
、

愚
か
者
は
ま
だ
暗
い
夜
中
に
野
池
の
水
を
汲
ん
で
魚
を
捕
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
注
釋
】



39

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

○
本
則
は
『
汾
陽
頌
古
』
第
三
三
則
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
」
眼
云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

「
問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？
」

（
『
汾
陽
善
昭
禪
師
語
錄
』
卷
中
、
大
正
藏
第
四
七
册
、
六
〇
九
ｂ
）

法
眼
と
慧
超
の
問
答
を
收
錄
す
る
最
も
早
い
資
料
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
廬
山
歸
宗
寺
法
施
禪
師
策
眞
章
」
で
あ

る
。曹

州
人
也
。
姓
魏
氏
，
本
名
慧
超
。
升
淨
慧
之
堂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
淨
慧
曰
：
「
汝
是
慧
超
。
」
師
從
此
信
入
，

其
語
播
于
諸
方
。

○
僧
問
法
眼
：
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
法
眼
云
：
汝
是
慧
超　

こ
の
本
則
の
記
述
は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、『
景
德
傳

燈
錄
』
が
こ
の
あ
と
に
「
師
從
此
信
入
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
雪
竇
が
時
期
的
に
早
い

『
景
德
傳
燈
錄
』
を
採
ら
ず
、『
汾
陽
頌
古
』
か
ら
本
則
を
採
っ
た
の
は
、
慧
超
が
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
を

聞
い
て
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
知
っ
て
禪
に
參
入
し
た
と
い
う
理
解
に
從
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
如
何
是
佛
？
」（
佛

と
は
何
か
？
）
と
問
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
長
い
思
索
を
經
て
師
の
考
え
を
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
眼
の
答
え
は
「
汝
是
慧
超
」（
そ
な
た
は
慧
超
だ
）
で
あ
っ
た
。「
き
み
は
慧
超
で
あ
っ
て
、
き
み
自
身
が
佛
な
の
で
は
な

い
。
し
か
も
他
人
に
佛
を
問
う
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
で
、
つ
ま
り
「
佛
を
問
う
自
己
と
は
な
に
か
？
」「
自
己
を
識

れ
」
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。
本
則
で
は
慧
超
の
反
應
に
つ
い
て
何
も
言
わ
な
い
。
そ
こ
が
雪
竇
頌
を
理
解
す
る
鍵
と
な

る
。
中
唐
馬
祖
禪
の
公
式
的
モ
デ
ル
は
、

初
參
大
寂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
大
寂
云
：
「
即
心
是
佛
。
」
師
即
大
悟
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
明
州
大
怦
山
法
常

禪
師
章
」
）
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（
初
め
馬
祖
に
問
う
た
、
「
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
馬
祖
、
「
き
み
の
心
こ
そ
が
佛
だ
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

と
い
う
簡
明
直
截
な
も
の
で
あ
っ
た
。
晩
唐
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
の
再
檢
討
が
課
題
と
な
っ
た
時
期
の
法
眼
文
益

（
八
八
五
～
九
五
八
）
は
、
自
己
の
參
學
に
お
い
て
こ
う
い
う
單
純
な
考
え
か
た
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

餘
杭
魯
氏
子
。
參
長
慶
，
不
大
發
明
。
後
同
景
修
，
法
璡
三
人
欲
出
嶺
，
經
過
地
藏
。
阻
雪
，
少
憩
，
藏
即
琛
禪
師

也
。
琛
問
：
「
此
行
何
之
？
」
師
云
：
「
行
脚
去
。
」
琛
云
：
「
作
麼
生
是
行
脚
事
？
」
師
云
：
「
不
知
。
」
藏
云
：

「
不
知
最
親
切
。
」
又
同
三
人
舉
《
肇
論
》，
至
〈
天
地
與
我
同
根
〉
處
，
琛
云
：
「
山
河
大
地
，
與
儞
自
己
，
是
同
是

別
？
」
師
云
：
「
同
。
」
琛
竪
起
兩
指
。
熟
視
之
云
：
「
兩
箇
。
」
即
便
起
去
。
師
須
臾
啓
行
，
琛
門
送
之
。
問
云
：

「
上
座
尋
常
説
〈
三
界
惟
心
，
萬
法
惟
識
〉
。
」
乃
指
庭
下
片
石
云
：
「
且
道
，
此
石
在
心
内
，
在
心
外
？
」
師
云
：
「
在

心
内
。
」
琛
云
：
「
行
脚
人
，
著
甚
來
由
安
片
石
在
心
頭
耶
？
」
師
窘
無
以
對
，
即
放
包
，
依
席
下
求
決
擇
。
近
一
月

餘
，
日
呈
見
解
，
説
道
理
。
藏
語
之
曰
：
「
佛
法
不
恁
麼
。
」
師
云
：
「
某
甲
詞
窮
理
絶
也
。
」
藏
云
：
「
若
論
佛
法
，

一
切
見
成
。
」
師
於
言
下
大
悟
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

  

（
『
聯
燈
會
要
』
卷
二
六
「
金
陵
清
涼
法
眼
文
益
禪
師
章
」
）

（
法
眼
禪
師
は
杭
州
餘
杭
の
魯
氏
の
出
身
で
あ
る
。
福
州
の
長
慶
慧
稜
禪
師
に
參
じ
た
が
、
開
悟
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
景

修
、
法
璡
と
三
人
で
結
伴
行
脚
を
し
、
閩
を
出
よ
う
と
福
州
地
藏
院
ま
で
來
て
、
雪
に
阻
ま
れ
暫
く
滯
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

藏
院
は
桂
琛
禪
師
の
寺
で
あ
る
。
桂
琛
禪
師
が
問
う
、
「
こ
の
旅
で
ど
こ
へ
行
か
れ
る
の
か
？
」
師
、
「
行
脚
を
し
て
い
ま
す
。
」
桂

琛
、
「
行
脚
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
師
、
「
わ
か
ら
ぬ
の
で
す
。
」
桂
琛
、
「
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
最
も
切
實
だ
。
」
ま
た
三

人
で
『
肇
論
』
を
論
じ
て
「
天
地
は
我
と
同
根
」
の
段
に
到
っ
た
時
、
桂
琛
、
「
山
河
大
地
は
そ
な
た
自
身
と
同
じ
か
別
か
？
」
師
、

「
同
じ
で
す
。
」
桂
琛
は
二
本
の
指
を
立
て
た
。
師
は
じ
っ
と
見
て
言
っ
た
、
「
別
で
す
。
」
桂
琛
は
起
ち
あ
が
っ
て
出
て
行
っ
た
。
師

は
し
ば
ら
く
し
て
旅
を
續
け
る
た
め
に
行
こ
う
と
し
た
。
桂
琛
は
門
送
し
て
、
訊
ね
た
、
「
そ
な
た
は
い
つ
も
〈
三
界
惟
心
，
萬
法

惟
識
〉
と
言
っ
て
い
る
が
」、
と
庭
石
を
指
さ
し
て
言
っ
た
、
「
で
は
、
こ
の
石
は
心
の
中
に
あ
る
か
、
外
に
あ
る
か
？
」
師
、
「
心
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の
中
に
あ
り
ま
す
。
」
桂
琛
、
「
行
脚
の
人
よ
、
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
の
石
を
心
に
置
く
の
か
？
」
師
は
答
え
に
窮
し
て
、
旅
裝
を
解

き
、
桂
琛
の
も
と
で
答
え
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
か
月
あ
ま
り
每
日
見
解
を
呈
し
て
道
理
を
言
い
續
け
た
と
こ
ろ
、
桂
琛
は
師

に
申
し
わ
た
し
た
、
「
佛
法
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
」
師
、
「
わ
た
く
し
は
も
う
説
く
べ
き
道
理
も
言
葉
も
盡
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
」
桂
琛
、
「
も
し
佛
法
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
一
切
は
す
で
に
現
成
し
て
い
る
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

法
眼
の
開
悟
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
藏
桂
琛
（
漳
州
羅
漢
桂
琛
、
玄
沙
師
備
の
弟
子
、
八
六
七
～
九
二
八
）
に
行
脚
の

意
義
を
問
わ
れ
て
「
不
知
」
と
正
直
に
答
え
、
桂
琛
が
「
不
知
最
親
切
」（
そ
の
よ
う
に
行
脚
す
る
自
己
と
は
何
か
を
切
實
に
問

う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
）
と
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
自
己
の
心
こ
そ
が
佛
だ
」
な
ど
と
い
う
馬
祖
の
禪
的
教
理
に

安
住
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え
も
「
き
み
が
佛
な
の
だ
」
と
言
っ
た

の
で
は
な
い
。「
佛
を
求
め
る
そ
な
た
は
何
者
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
答
え
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
慧
超
は
聞
い
て
啞
然
と
し
、
應
答
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

○
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水　

上
揭
の
本
則
に
對
す
る
雪
竇
の
頌
は

い
っ
た
い
何
を
言
お
う
と
し
た
の
か
？
前
二
句
「
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
」、「
春
が
來
て
い
な
が
ら
こ
こ

に
春
風
は
吹
い
て
い
な
い
」
と
は
、
春
な
の
に
か
れ
は
氣
づ
か
な
い
と
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
爛
漫
の
春
三
月
な
の

に
、
江
南
に
い
る
慧
超
の
も
と
に
は
春
風
が
吹
い
て
い
な
い
。「
鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
鳴
い
て
い
る
」
の
も
耳
に
入
ら
な

い
。
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
。
む
ろ
ん
諷
刺
の
對
象
は
慧
超
で
あ
る
。
後
二
句
「
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の

「
癡
人
」
も
慧
超
を
指
し
て
い
る
。
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
を

こ
の
四
句
の
頌
で
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
で
は
雪
竇
の
辛
辣
な
頌
は
理
解
で

き
な
い
。
こ
こ
に
雪
竇
が
『
汾
陽
頌
古
』
の
本
則
を
採
っ
た
理
由
が
あ
る
。
汾
陽
の
頌
は
上
揭
の
と
お
り
で
、

問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？
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（
こ
の
問
答
が
最
初
か
ら
禪
理
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
、
巧
妙
に
機
鋒
を
闘
わ
せ
る
問
答
と
は
違
う
。
眞
金
は
高
熱
の
爐
で
こ
そ
鍛

え
ら
れ
る
も
の
だ
。
ゆ
え
に
眞
金
を
泥
丸
と
間
違
え
た
り
は
し
な
い
。
）

こ
の
問
答
を
「
眞
金
」
を
暗
示
す
る
も
の
と
高
く
評
價
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
現
は
直
敍
で
あ
っ
て
、
雪
竇
が
一
見
し
て

解
し
が
た
い
、
ひ
ね
っ
た
江
南
の
風
景
に
託
し
て
描
寫
し
、
そ
の
中
に
辛
辣
な
批
評
性
を
こ
め
た
作
法
に
は
及
ば
な
い
。

雪
竇
頌
の
押
韻
は
「
起
」「
裏
」
止
「
水
」
旨
、
上
聲
旨
止
韻
同
用
。

　

な
お
、
鷓
鴣
は
南
方
（
江
西
、
閩
廣
、
蜀
虁
州
）
に
生
棲
す
る
雉
の
類
で
、
越
雉
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
姿
は
雌
鷄
に
似
て

頭
は
鶉
の
如
く
、
胸
に
眞
珠
の
よ
う
な
白
圓
點
、
背
毛
に
紫
赤
の
浪
模
様
が
あ
り
、「
そ
の
性
霜
露
を
畏
れ
、
早
晩
は
出

づ
る
こ
と
稀
に
し
て
、
夜
棲
む
に
木
葉
を
以
て
身
を
蔽
い
、
多
く
對
啼
す
。
今
俗
に
謂
う
、
其
の
鳴
き
て
〈
行シ

ン

不プ

ド

ゴ
得
哥
〉

（
行
け
な
い
よ
、
に
い
さ
ん
）
と
曰い

う
と
」（『
本
草
綱
目
』
卷
二
八
禽
部
「
鷓
鴣
」、
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。
ゆ
え
に
鳴

き
聲
は
聞
こ
え
て
も
そ
の
姿
は
見
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
江
南
の
人
は
鷓
鴣
の
鳴
き
聲
を
聞
い
て
望
郷
の
思
い
に
驅
ら
れ

る
と
い
う
。
晩
唐
の
鄭
谷
（
九
～
十
世
紀
初
の
人
）
は
「
鷓
鴣
」
と
題
す
る
詩
で
有
名
に
な
り
「
鄭
鷓
鴣
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
詩
を
擧
げ
て
お
く
。

暖
戲
煙
蕪
錦
翼
齊
，
品
流
應
得
近
山
雞
。
雨
昏
青
草
湖
邊
過
，
花
落
黃
陵
廟
裏
啼
。

游
子
乍
聞
征
袖
溼
，
佳
人
纔
唱
翠
眉
低
。
相
呼
相
應
湘
江
闊
，
苦
竹
叢
深
春
日
西
。

（
暖
か
な
春
日
に
草
叢
に
群
れ
る
、
錦
鷄
に
似
た
上
品
な
鳥
。
雨
季
に
は
青
草
湖
あ
た
り
で
飛
び
、
暮
春
落
花
の
時
節
に
は
黃
陵
廟

で
鳴
く
。
旅
人
が
聞
け
ば
悲
哀
の
涙
を
流
し
、
歌
妓
が
こ
の
曲
を
吟
ず
れ
ば
み
づ
か
ら
も
愁
う
。
湘
江
の
廣
き
ほ
と
り
で
鳴
き
交
わ

す
、
春
の
夕
暮
れ
苦
竹
の
奥
深
き
と
こ
ろ
。
）

第
三
句
「
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の
「
戽
」
と
い
う
字
は
「
水
を
汲
む
」
意
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
「
汲
」
字
を
使
わ
な

か
っ
た
の
は
、
貫
休
の
「
深
村
に
宿
る
」
詩
の
句
を
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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【
校
記
】

（
1
）「
巖
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
嵒
」，
下
同
。

（
2
）「
夏
末
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
已
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
以
」。

（
4
）「
珪
」，《
直
註
》
作
「
圭
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
翠
巖
夏げ

末ま
つ

の
示
衆
に
云
う
、
「
一い

ち

夏げ

い已
來ら

い

、
兄ひ

ん
で
い弟

の
爲
に
説せ

つ

話わ

す
。
看
よ
！
翠
巖
眉
毛
は
在あ

る
や
？
」
保
福
云
く
、

「
賊
を
作な

す
人
は
心
虚む

な

し
。
」
長
慶
云
く
、
「
生

し
ょ
う

ぜ
り
！
」
雲
門
云
く
、
「
關か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

翠
巖
の
徒
に
示
す
は
、
千
古
對こ

た

う
る
無
し
。
關
字
も
て
相
い
酬む

く

ゆ
る
も
、
錢
を
失
い
て
罪
に
遭
う
。

潦り
ょ
う

倒と
う

た
る
保
福
は
、
抑よ

く
よ
う揚

す
る
こ
と
も
得え

難が
た

き
に
、
潭ろ

う
ろ
う潭

た
る
翠
巖
は
、
分ふ

ん

明み
ょ
うに

是
れ
賊
な
り
と
。

白は
く
け
い珪

に
玷き
づ

無
し
、
誰た

れ

か
眞し

ん

假か

を
辨べ

ん

ぜ
ん
？
長
慶
は
相あ

い
諳し

る
、
眉び

毛も
う

生し
ょ
うぜ

り
と
。

【
日
譯
】

本
則
。
翠
巖
和
尚
は
夏
安
居
の
終
わ
り
に
大
衆
に
言
っ
た
、
「
こ
の
夏
安
居
の
開
始
以
来
、
諸
君
の
た
め
に
話
を
し
て
き
た

が
、
見
よ
！
わ
た
し
の
眉
毛
は
の
こ
っ
て
い
る
か
？
」
の
ち
保
福
從
展
は
聞
い
て
言
っ
た
、
「
惡
い
こ
と
を
し
た
人
は
び
く

び
く
し
て
い
る
も
の
だ
。
」
長
慶
慧
稜
は
言
っ
た
、
「
生
え
た
！
」
雲
門
文
偃
は
言
っ
た
、
「
關
！
」
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頌
に
い
う
、

翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
の
に
、
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ

た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
。

老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、
く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に

惡
黨
だ
と
言
っ
た
。

白
玉
の
珪
に
傷
は
な
い
の
だ
か
ら
、
眞
僞
を
辨
ず
る
必
要
な
ど
な
い
と
、
長
慶
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
か
ら
、
「
眉
毛
が

生
え
た
！
」
と
言
っ
た
の
だ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
な
い
。
雪
竇
は
『
雲
門
廣
錄
』
に
據
り
つ
つ
編
輯
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

擧
：
翠
巖
夏
末
上
堂
云
：
「
我
一
夏
已
來
，
與
師
僧
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
師
云
：
「
關
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
室
中
語
要
」
第
三
三
則
）

こ
の
内
容
は
『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
も
錄
さ
れ
て
い
る
。

師
有
時
上
堂
曰
：
「
三
十
年
來
，
無
有
一
日
不
共
兄
弟
持
論
語
話
。
看
！
我
眉
毛
還
在
摩
？
」
衆
無
對
。
有
人
擧
似

長
慶
，
長
慶
代
云
：
「
生
也
！
」　
　
　
　
　
　

			




　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
「
翠
巖
和
尚
章
」
）

師
上
堂
曰
：
「
今
夏
與
諸
兄
弟
語
論
。
看
！
翠
巖
眉
毛
還
在
麼
？
」
長
慶
聞
舉
云
：
「
生
也
！
」

（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
明
州
翠
巖
大
師
令
參
章
」
）

〇
翠
巖
夏
末
示
衆
云
：
一
夏
已
來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
保
福
云
：
作
賊
人
心
虚
。
長
慶
云
：
生
也
！

雲
門
云
：
關
！　

翠す
い
が
ん
れ
い
し
ん

巖
令
參
（
生
卒
年
未
詳
。
雪
峯
義
存
の
弟
子
）
が
夏
安
居
の
終
わ
り
（
解
夏
）
に
夏
安
居
の
期
間
（
九
十
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日
）
に
な
し
た
説
法
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
自
己
を
點
檢
し
た
話
で
あ
る
。「
誤
っ
た
法
を
説
く
と
謗
法
の
罪
で
眉
鬚
墮
落

す
る
」
と
い
う
佛
教
の
俗
信
（『
法
華
經
』
譬
喩
品
、
安
世
高
譯
『
佛
説
罪
業
應
報
教
化
地
獄
經
』）
を
背
景
に
言
っ
た
も
の
で
、

言
葉
に
よ
っ
て
佛
法
を
説
く
（
方
便
説
法
）
こ
と
自
體
が
謗
法
で
あ
り
、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
；
其
聽
法
者
，
無
聞
無

得
」（『
維
摩
經
』
弟
子
品
）
を
眞
の
説
法
と
す
る
な
ら
ば
、
翠
巖
の
行
爲
は
謗
法
た
る
を
免
れ
な
い
。
た
だ
し
翠
巖
は
こ
の

こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
翠
巖
院
の
夏
安
居
に
お
い
て
説
法
し
續
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
わ
が
方
便
説
法
が
『
維

摩
經
』
に
言
う
よ
う
な
説
法
た
り
え
て
い
た
か
？
」
と
大
衆
に
問
う
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
れ
の
自
負
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
法
を
誤
る
こ
と
な
く
傳
え
得
る
か
と
い
う
問
題
は
雪
峯
門
下
で
さ
か
ん
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
雪
峯
は
沈
黙
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
法
を
傳
授
し
た
と
言
っ
た
。

有
時
上
堂
。
衆
立
久
，
師
云
：
「
便
與
摩
承
當
却
，
最
好
省
要
。
莫
教
更
到
這
老
師
口
裏
來
。
三
世
諸
佛
不
能
唱
，

十
二
分
教
載
不
起
。
如
今
嚼
涕
唾
漢
爭
得
會
？
我
尋
常
向
師
僧
道
：
是
什
摩
？
便
近
前
來
覓
答
話
處
。
驢
年
識
得

摩
？
事
不
得
已
，
向
汝
與
摩
道
，
已
是
平
欺
汝
了
也
。
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
）

（
あ
る
日
、
定
例
の
説
法
の
た
め
に
法
堂
に
昇
っ
て
、
し
ば
ら
く
沈
黙
。
大
衆
は
じ
っ
と
立
っ
て
待
っ
て
い
た
。
師
は
言
っ
た
、
「
こ

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
も
ら
う
の
が
、
そ
れ
こ
そ
手
間
を
か
け
ず
に
す
む
と
い
う
も
の
。
こ
の
う
え
、
こ
の
わ
た
し
に
言
わ
せ
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
三
世
諸
佛
も
言
う
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
分
教
も
書
け
ぬ
の
だ
。
い
ま
人
の
言
葉
を
あ
り
が
た
が
っ
て
ば
か
り

い
る
輩
に
は
、
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
わ
た
し
は
い
つ
も
諸
君
ら
に
〈
何
だ
！
〉
と
言
っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
、
近
寄
っ
て
き
て
は
、

答
え
を
要
求
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
や
む
な
く
君
た
ち
に
こ
う
言
っ
て
や
る
の
で
さ

え
、
も
う
君
た
ち
を
愚
弄
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
」
）

雪
峯
の
示
し
た
「
沈
黙
に
よ
る
傳
授
」
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
が
、
門
下
で
は
こ
れ
を
繼
承
す
る
者
が
あ
っ
た
一
方
で
、

疑
問
を
呈
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
『
祖
堂
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
對
話
の
記
錄
中
に
「
沈
黙
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に
よ
る
傳
授
」
に
替
わ
る
有
効
な
方
法
は
見
い
だ
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
雪
峯
の
弟
子
翠
巖
は
「
や
む
な
く
方
便
説

法
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、〈
無
説
無
示
〉
に
適
っ
て
い
た
か
？
諸
君
は
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
く
れ
た
か
？
」

と
聽
法
者
の
問
題
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
則
で
は
翠
巖
の
問
い
に
そ
の
場
で
答
え
得
る
者
が
な
か
っ
た
の
に
對
し
、
の
ち
に
保
福
從
展
（
？
～
九
二
八
）、
長
慶
慧

稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）、
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
が
出
し
た
答
え
（
代
語
）
を
揭
出
し
て
い
る
。
保
福
の
「
作
賊
人

心
虚
」
は
俗
諺
で
、
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
謗
法
を
み
づ
か
ら
自
白
し
た
と
皮
肉
っ
て

い
る
。
長
慶
は
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
む
し
ろ
誠
實
深
刻
な
反
省
と
受
け
と
め
、「
生

也
！
」（
そ
の
反
省
で
、
落
ち
た
眉
毛
が
ま
た
生
え
た
）
と
認
め
た
。
雲
門
の
「
關
！
」
は
さ
ら
に
短
い
一
字
で
評
し
、「
こ
れ

こ
そ
が
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
！
」
と
再
提
起
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇
翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
。
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
。
白
珪
無
玷
，
誰

辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！　

雪
竇
の
頌
古
（
四
句
三
聯
で
押
韻
し
て
い
る
）
は
登
場
す
る
四
人
へ
の
批
評
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
た
雪
竇
の
批
評
眼
が
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
づ
翠
巖
に
對
し
て
は
「
翠
巖
示
徒
，
千

古
無
對
」（
翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
）
と
言
っ
て
、
本
則
の
翠
巖
の
問
題
提
起
を
高
く
評

價
し
た
。
自
己
の
犯
し
た
罪
を
自
白
し
た
小
心
者
（
保
福
の
評
）
と
い
う
從
來
言
わ
れ
て
き
た
理
解
で
は
な
く
、
禪
の
核

心
を
衝
く
高
度
な
問
題
提
起
の
姿
勢
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
佛
教
の
眞
理
は
「
眞
如
」「
眞
際
」
と
言
わ
れ
、
言
説

を
さ
し
は
さ
む
餘
地
は
な
い
（
南
泉
「〈
如
如
〉
と
言
っ
て
さ
え
す
で
に
變
異
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」）。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
人

人
具
足
、
箇
箇
圓
成
」、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
」
と
禪
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
言
っ
て
い
た
の
で
は
、
入
門
修
行
す
る

者
は
い
な
い
。
で
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
は
、
禪
僧
に
課
せ
ら
れ
た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
雪
竇
は
つ
い
で
雲
門
の

「
關
！
」
を
評
し
て
、「
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
」（
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ
た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
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も
の
）
と
こ
き
お
ろ
し
た
。「
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
乘
り
超
え
る

の
か
？「
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
」（
老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、

く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に
惡
黨
だ
と
言
っ
た
）
は
保
福
を
や
り
こ
め
て
い
る
。
最
後
の
一
聯
は
「
白
珪
無

玷
，
誰
辨
眞
假
？
」
と
、
も
う
一
度
翠
巖
の
提
起
を
「
白
珪
無
玷
」
に
擬
し
て
、
保
福
の
評
價
を
抑
下
し
、
長
慶
を
「
長

慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
」
と
言
っ
て
、
長
慶
こ
そ
が
翠
巖
の
知
音
だ
と
斷
を
下
し
た
。
雪
竇
頌
の
押
韻
は
第
一
聯
「
對
」

隊
去
「
罪
」
賄
上
、
蟹
攝
上
聲
賄
韻
去
聲
隊
韻
通
用
、
第
二
聯
「
得
」「
賊
」
入
聲
德
韻
、
第
三
聯
「
假
」「
也
」
上
聲
馬

韻
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
九
則
譯
注

擧
：
僧
問
趙
州
：
「
如
何
是
趙
州
？
」
州
云
：
「
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門

（
１
）

。
」

頌
曰
：

句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。

東
南
西
北

（
２
）

門
相
對
，
無
限
輪
鎚

（
３
）

擊
不
開
。

【
校
記
】

（
1
）「
東
門
南
門
西
門
北
門
」，《
趙
州
錄
》、《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」。

（
2
）「
東
南
西
北
」，《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
西
南
北
」。
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（
3
）「
鎚
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
槌
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧
趙
州
に
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
趙
州
？
」
州
云
く
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
。
」

頌
に
曰
く
、

句く

り裏
に
機き

を
呈て

い

し
て
劈へ

き
め
ん面

に
來き

た

る
、
爍

し
ゃ
く

迦か

ら羅
眼げ

ん

は
纖せ

ん
あ
い埃

を
絶ぜ

っ

す
。

東と
う
な
ん
せ
い
ほ
く

南
西
北 

門
に
相
い
對
す
る
も
、
無
限
の
輪り

ん
つ
い鎚

も
擊う

ち
開あ

け
ず
。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
趙
州
和
尚
に
問
う
た
、
「
趙
州
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
趙
州
は
答
え
た
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北

門
。
」

頌
に
い
う
、

機
鋒
を
こ
め
た
問
い
を
眞
正
面
か
ら
投
げ
か
け
た
が
、
和
尚
の
爍
迦
羅
眼
に
は
一
點
の
曇
り
も
な
い
。

東
南
西
北
の
門
の
前
で
、
鐵
鎚
を
振
り
回
し
て
い
く
ら
擊
と
う
と
も
擊
ち
開
け
ら
れ
ぬ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
雪
竇
が
『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
の
原
文
の
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」
の
順
序
を
「
東
門
南
門
西
門
北
門
」
に
改
め

て
い
る
。
そ
れ
は
雪
竇
の
北
宋
當
時
は
通
常
「
東
南
西
北
」
の
順
序
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
觀
國
『
學
林
』
に

「
東
西
南
北
，
先
東
西
而
後
南
北
，
此
文
言
也
。」（
卷
八
「
四
方
」
條
、
學
術
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
と
言
う
。
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「
文
言
」
と
は
古
典
的
な
言
い
か
た
の
意
で
あ
ろ
う
（
王
觀
國
は
北
宋
末
の
人
）。
つ
ま
り
古
く
は
「
東
西
南
北
」
の
順
序
で

あ
っ
た
。
む
ろ
ん
意
味
上
に
違
い
は
な
い
。

〇
僧
問
：
如
何
是
趙
州
？
州
云
：
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門　

僧
の
こ
の
質
問
は
不
自
然
で
あ
る
。
僧
が
趙
州
和
尚
の
何

を
問
お
う
と
し
た
の
か
明
確
で
な
い
。『
趙
州
錄
』
に
は
、

問
：
「
如
何
是
趙
州
主
人
公
？
」
師
咄
云
：
「
這
箍
桶
漢
！
」
學
人
應
諾
。
師
云
：
「
如
法
箍
桶
著
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
如
何
是
趙
州
一
句
？
」
師
云
：
「
半
句
也
無
。
」
學
云
：
「
豈
無
和
尚
在
？
」
師
云
：
「
老
僧
不
是
一
句
。
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）

又
云
：
「
兄
弟
！
趙
州
關
也
難
過
。
」
云
：
「
如
何
是
趙
州
關
？
」
師
云
：
「
石
橋
是
。
」
（
卷
下
）

等
の
問
い
が
見
ら
れ
、
具
體
性
を
缺
い
た
「
如
何
是
趙
州
？
」
と
い
う
問
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
碧
巖
錄
』

第
九
則
本
則
評
唱
や
大
慧
語
錄
（
卷
八
「
示
衆
」）
に
は
次
の
よ
う
な
僧
の
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

僧
云
：
「
某
甲
不
問
這
箇
趙
州
。
」
州
云
：
「
爾
問
那
箇
趙
州
？
」

（
僧
、
「
わ
た
し
は
そ
の
趙
州
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
ど
の
趙
州
を
問
う
た
の
か
？
」
）

僧
云
：
「
不
問
這
箇
。
」
州
云
：
「
爾
問
趙
州
聻
？
」

（
僧
、
「
そ
の
こ
と
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
趙
州
を
問
う
た
の
で
あ
ろ
う
？
」
）

趙
州
は
問
答
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

師
示
衆
云
：
「
老
僧
今
夜
答
話
去
。
解
問
者
出
來
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）
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「
解
問
」
と
は
正
し
く
問
う
こ
と
で
、
第
二
例
の
よ
う
に
趙
州
和
尚
に
面
と
向
か
っ
て
家
風
を
訊
ね
る
よ
う
な
不
見
識
な

問
い
は
、「
問
い
か
た
を
知
ら
ぬ
」
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
則
で
僧
が
「
如
何
是
趙
州
…
…
？
」
と

問
お
う
と
し
た
時
、
趙
州
和
尚
は
う
ん
ざ
り
し
て
最
後
ま
で
言
わ
せ
ず
、「
趙
州
な
ら
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
だ
」

と
そ
っ
け
な
く
答
え
た
の
で
あ
る
。

〇
句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。
東
南
西
北
門
相
對
，
無
限
輪
鎚
擊
不
開　

雪
竇
の
頌
は
僧
の
問
い
を
機
鋒
を
こ

め
た
鋭
い
問
い
だ
と
み
な
し
、
こ
れ
に
對
し
て
趙
州
和
尚
は
「
金
剛
眼
を
具
え
て
い
た
か
ら
見
事
に
答
え
た
」
と
理
解
し

て
い
る
。「
爍
迦
羅
眼
」
と
は
『
翻
譯
名
義
集
』（
卷
三
「
七
寶
」）
に
「
爍
迦
羅
，
乃
堅
固
義
。
此
同
金
剛
。」『
碧
巖
錄
』

（
第
九
則
頌
評
唱
）
に
「
爍
迦
羅
眼
者
是
梵
語
，
此
云
堅
固
眼
。
亦
云
金
剛
眼
。
照
見
無
礙
，
不
唯
千
里
明
察
秋
毫
，
亦
乃

定
邪
決
正
，
辨
得
失
。」『
祖
庭
事
苑
』（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
に
「
爍
迦
羅
，
此
云
金
剛
，
又
云
堅
固
。」
と
い
う
。「
無
限

輪
鎚
」
と
は
大
き
な
鐵
鎚
に
綱
紐
を
つ
け
振
り
ま
わ
し
て
擊
ち
つ
け
る
武
器
（
？
）
ら
し
い
。

　

雪
竇
の
頌
は
趙
州
と
僧
の
問
答
を
機
鋒
の
應
酬
と
見
て
七
言
絶
句
（「
來
」、「
埃
」、「
開
」、
平
聲
咍
韻
）
の
形
式
で
批
評
し

て
い
る
。『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
一
〇
に
列
す
る
宋
代
の
頌
古
は
「
本
則
」
に
對
し
て
み
な
雪
竇
の
よ
う
な
機
鋒
の

應
酬
と
い
う
理
解
で
あ
る
が
、
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
～
一
一
七
六
、
圓
悟
克
勤
嗣
）
だ
け
は
僧
の
質
問
の
愚
を
嘲
笑
し
て
い

る
。南

北
東
西
老
趙
州
，
見
人
騎
馬
也
騎
牛
。
清
風
月
下
尋
歸
路
，
夫
子
門
前
問
孔
丘
。

（
東
西
南
北
の
門
と
答
え
た
趙
州
老
人
、
人
が
馬
に
騎
っ
て
い
る
か
牛
に
騎
っ
て
い
る
か
は
見
れ
ば
わ
か
る
。
清
風
月
下
に
歸
路
を

訊
ね
た
り
、
孔
子
の
家
の
前
で
夫
子
の
お
宅
は
ど
こ
か
と
問
う
と
は
！
）

た
し
か
に
、
僧
が
趙
州
そ
の
人
に
向
か
っ
て
「
如
何
是
趙
州
？
」（
ア
ン
タ
は
何
や
？
）
と
問
う
た
と
解
釋
す
る
な
ど
あ
り

え
な
い
こ
と
だ
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
十
則

擧
：
睦
州
問
僧
：
「
近
離
什
麼
處

（
１
）

？
」
僧
便

（
２
）

棯
。
州
云
：
「
老
僧

（
３
）

被
汝

（
４
）

一
棯

（
５
）

。
」
僧
又
棯
，
州
云
：
「
三

棯
四
棯
後
作
麼
生
？
」
僧
無
語
。
州
便
打
云

（
６
）

：
「
這
掠
虚
漢

（
７
）

！
」

頌
曰
：

兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。

若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。

誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
什
麼
處
」，《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作
「
甚

處
」，《
直
註
》
作
「
甚
麼
處
」。

（
2
）「
便
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
3
）「
老
僧
」
下
，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
有
「
今
日
」。

（
4
）「
汝
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》、《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作

「
你
」。

（
5
）「
一
棯
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
作
「
棯
一
棯
」。
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（
6
）「
云
」，
宋
版
《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
7
）「
掠
虚
漢
」，《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
作
「
掠
虚
頭
漢
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
睦
州 
僧
に
問
う
、
「
近
く
は
什い

づ

こ

麼
處
を
か
離
る
る
？
」
僧
便
ち
棯か

つ

す
。
州
云
く
、
「
老わ

れ僧
は
汝
に
一
棯
せ
ら
る
。
」
僧

又
た
棯
す
、
州
云
く
、
「
三
棯
四
棯
の
後
は
作い

か

ん

麼
生
？
」
僧
は
語
無
し
。
州
便
ち
打
っ
て
云
く
、
「
這こ

の
掠

り
ゃ
っ

虚き
ょ

の
漢か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

兩
棯
と
三
棯
、
作
者
は
機
變
を
知
る
。

若も

し
虎こ

頭と
う

に
騎の

る
と
謂お

も

わ
ば
、
二
倶と

も

に
瞎か

っ
か
ん漢

と
成な

る
。

誰た
れ

か
瞎
漢
な
る
？
天
下
に
拈も

ち
來き

た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
。

【
日
譯
】

本
則
。
睦
州
道
蹤
が
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
お
い
で
た
の
か
？
」
僧
は
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
わ
た
し
は
そ

な
た
に
一
棯
さ
れ
た
わ
い
。
」
僧
は
ま
た
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
三
棯
し
四
棯
し
た
あ
と
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
僧
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
睦
州
は
棒
打
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
上
滑
り
者
め
！
」

頌
に
い
う
、

兩
棯
の
あ
と
三
棯
し
た
と
し
て
も
、
識
者
は
反
應
を
見
抜
い
て
い
る
。

も
し
虎
の
首
に
跨
っ
た
と
思
う
な
ら
、
睦
州
も
僧
も
ド
メ
ク
ラ
と
な
る
。

さ
て
誰
が
ド
メ
ク
ラ
な
の
か
？
こ
の
話
を
天
下
に
示
し
て
判
斷
さ
せ
よ
う
。
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【
注
釋
】

〇
本
則
の
原
話
は
『
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
』（
南
宋
紹
興
八
～
一
四
年
［
一
一
三
八
～
一
一
四
四
］
刊
行
）
に
見
え
る
が
、
雪

竇
は
の
ち
に
『
宗
門
統
要
』（
北
宋
元
祐
八
年
［
一
〇
九
三
］
序
）
に
收
錄
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
り
、
一
部
の
文
字
を
改
め

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
『
雪
竇
頌
古
』
に
睦
州
の
語
を
取
り
あ
げ
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。

〇
睦
州
問
僧
：
近
離
什
麼
處
？
僧
便
棯　
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
問
う
の
は
行
脚
僧
と
の
初
相
見
の
場
面
で
あ
り
、
こ
れ
を

端
緒
に
問
答
が
始
ま
る
。
機
緣
が
適
え
ば
入
門
し
、
師
と
と
も
に
修
行
す
る
の
で
あ
る
。「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問

い
は
參
問
に
來
た
行
脚
僧
が
直
前
に
誰
に
參
じ
た
の
か
、
い
か
な
る
境
位
に
あ
る
の
か
を
探
る
た
め
に
問
わ
れ
る
。
參
問

の
僧
は
お
お
む
ね
正
直
に
地
名
・
寺
院
名
を
答
え
る
が
、
本
則
の
よ
う
に
棯
す
る
も
の
は
た
だ
次
の
二
例
の
み
で
あ
る
。

師
問
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
便
棯
，
師
便
揖
坐
。
僧
擬
議
，
師
便
打
。

（
『
臨
濟
錄
譯
注
』
Ⅱ
河
北
臨
濟
院
［
一
］
七
一
頁
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
三
年
）

（
師
は
僧
に
問
う
た
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
は
叉
手
低
頭
し
て
、
坐
す
る
よ
う
う
な
が
し
た
。
僧
が
何
や
ら

言
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
師
は
打
っ
た
。
）

問
僧
：
「
近
離
什
麼
處
？
」
僧
便
棯
。
師
亦
棯
。
僧
又
棯
。
師
便
打
。    

（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
一
二
「
鎭
州
三
聖
然
禪
師
章
」
）

（
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
も
棯
し
た
。
僧
は
ま
た
棯
し
た
。
師
は
打
っ
た
。
）

「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
僧
が
一
棯
で
應
じ
た
の
は
、
僧
が
某
處
で
「
棯
」
を
學
ん
で
き
た
こ
と
を
示
す
。

「
棯
」
は
大
聲
で
怒
鳴
る
動
作
で
あ
る
が
、
當
時
の
馬
祖
禪
洪
州
宗
の
「
性
在
作
用
」
説
に
依
據
し
た
「
自
己
本
分
事
」

の
提
示
と
さ
れ
た
。「
棯
」
す
る
こ
と
が
自
己
の
提
示
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
本
性
（
佛
性
）
は
「
棯
」
に
現
わ
れ
て
お
り
、

「
自
己
本
分
事
」
の
提
示
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
對
す
る
答
え
と
し
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て
は
、
こ
こ
で
修
行
生
活
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
意
志
表
示
で
も
あ
る
。

本
則
で
睦
州
は
僧
を
棒
打
し
て
、「
そ
な
た
は
棯
を
放
っ
て
自
己
表
示
す
る
だ
け
の
、
人
ま
ね
の
上
滑
り
者
だ
」
と
戒
め

た
。「
掠
虚
漢
」
は
「
棯
」
を
模
倣
し
た
だ
け
の
行
爲
を
罵
る
語
。

〇
兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。
若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。
誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看　

雪
竇
の
頌
は
上
述
の
通
常

の
理
解
と
異
な
る
新
解
釋
で
あ
る
。
通
常
は
睦
州
が
僧
の
盲
棯
を
「
掠
虚
の
漢
」
と
批
判
し
た
話
だ
と
い
う
理
解
で
あ
っ

た
が
、
雪
竇
は
そ
れ
を
「
若
し
（
睦
州
を
）
虎
頭
に
騎の

る
と
謂お
も

わ
ば
、
二
倶と
も

に
瞎
漢
と
成
る
」
と
評
し
て
、「
模
倣
に
す
ぎ

ぬ
」
と
戒
め
た
だ
け
の
睦
州
も
僧
と
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
言
う
。
そ
し
て
「
誰
か
瞎
漢
な
る
？
」
と
僧
衆
に
問
う
て
、「
天

下
に
拈も

ち
來き
た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
」、
睦
州
も
僧
も
瞎
漢
だ
と
言
う
者
も
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
暗
に
言
う
。「
棯
」
が
「
自

己
本
分
事
」
の
提
示
だ
と
い
う
馬
祖
禪
の
解
釋
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
六
「
睦
州
章
」）
に
引
く
二
人
の
宋
代
禪
僧
も
睦
州
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

者
僧
既
龍
頭
蛇
尾
，
睦
州
令
行
一
半
。
若
是
老
僧
，
手
裏
棒
折
，
也
未
放
在
。
（
法
眞
守
一
）

（
こ
の
僧
も
睦
州
も
中
途
半
端
、
わ
た
し
な
ら
棒
が
折
れ
る
ま
で
打
っ
て
も
許
さ
ぬ
。
）

老
睦
州
甚
生
氣
槩
，
却
者
僧
手
裏
呈
款
。
（
松
源
崇
嶽
）

（
睦
州
老
人
は
た
い
し
た
氣
概
だ
が
、
こ
の
僧
の
手
の
中
で
自
白
し
て
し
ま
っ
た
。
）

唐
代
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
る
の
は
宋
代
禪
僧
の
常
套
で
あ
る
が
、
雪
竇
の
批
評
は
僧
衆
（
あ
る
い
は
讀
者
）
に
ま
で
矛
先
を

向
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
鋭
さ
が
あ
る
。
押
韻
は
「
漢
」「
看
」、
去
聲
翰
韻
。




